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製
鉄
業
界
に
大
激
震
走
る
！

前
は
、
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作

戦
の
捜
査
の
中
で
も
、
オ
デ

ブ
レ
ヒ
ト
社
や
Ｏ
Ａ
Ｓ
社
と

い
っ
た
ゼ
ネ
コ
ン
大
手
の
被

告
１
０
人
か
ら
、「
Ｐ
Ｓ
Ｄ

Ｂ
の
汚
職
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

役
だ
っ
た
」
と
の
名
前
を
挙

げ
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
の
デ
ラ
ソ
ン
か
ら
あ
が
っ

た
不
正
の
例
を
見
る
と
、
た

と
え
ば
、
ロ
ド
ア
ネ
ル
の
南

部
ブ
ロ
ッ
ク
の
工
事
に
関
し
、

パ
ウ
ロ
・
プ
レ
ッ
ト
氏
は
工
事

に
携
わ
っ
た
１
０
の
企
業
に

対
し
て
、
０
・
７
５
％
分
の

過
払
い
を
命
じ
て
い
た
と
い

う
。

　

同
氏
に
関
す
る
疑
惑
は
、

２
０
１
７
年
に
ス
イ
ス
の
検

察
庁
が
、
パ
ウ
ロ
・
プ
レ
ッ
ト

氏
が
ス
イ
ス
に
持
つ
四
つ
の
口

座
に
１
億
１
３
０
０
万
レ
ア

　

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
米
国
大
統
領
は
１
日
、
鉄
鋼
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
に
、
そ

れ
ぞ
れ
２
５
％
、
１
０
％
の
関
税
を
課
す
こ
と
を
発
表
し
た
。
２
日
付
伯
字
各
紙

が
報
じ
て
い
る
。

日
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
ウ
ィ

ル
バ
ー
・
ロ
ス
米
国
商
務
長

官
と
会
談
し
た
。
同
通
産
開

発
相
は
、「
伯
国
が
米
国
に

輸
出
し
て
い
る
鉄
鋼
製
品
の

８
割
は
、
米
国
業
界
が
原
材

料
と
す
る
半
製
品
」「
伯
国

は
米
国
産
金
属
精
製
用
石
炭

の
最
大
輸
入
国
」
な
ど
と
説

き
、
伯
国
を
関
税
対
象
国
か

ら
除
外
す
る
よ
う
求
め
た
。

　

通
産
開
発
省
に
よ
る
と
、

ロ
ス
長
官
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

解
決
策
を
模
索
す
る
意
欲
を

示
し
つ
つ
、「
関
税
適
用
は

関
連
諸
国
か
ら
の
訴
訟
問
題

を
招
き
う
る
」
と
の
見
解
も

表
明
し
た
と
い
う
。

　

米
国
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、

ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
国
際
経
済
研

究
所
の
モ
ニ
カ
・
デ
・
ベ
ッ

レ
氏
は
、
こ
の
決
定
を
「
世

界
貿
易
を
混
乱
さ
せ
る
可
能

性
を
持
つ
恐
ろ
し
い
も
の
」

と
評
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
と
メ
キ
シ
コ
が
米

国
と
同
じ
北
米
自
由
貿
易
協

定
（
Ｎ
ａ
ｆ
ｔ
ａ
）
の
一
員

で
あ
る
事
で
、
過
去
に
保
護

　

２
月
２
８
日
、
聖
州
カ
ン

ピ
ー
ナ
ス
で
、
軍
警
が
銀
行

強
盗
を
待
ち
伏
せ
し
て
捕
獲

し
よ
う
と
し
た
が
、
銃
撃
を

受
け
て
反
撃
、
強
盗
の
内
７

人
が
死
亡
す
る
事
件
が
起
き

た
。
警
察
は
強
盗
が
同
日
午

後
７
時
〜
１
０
時
に
、
カ
ン

ピ
ー
ナ
ス
地
方
ジ
ョ
ア
ノ
ー

貿
易
政
策
の
対
象
か
ら
外
れ

た
事
が
あ
り
、
詳
細
発
表
は

次
週
に
持
ち
越
さ
れ
て
い
る

が
、
中
国
や
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
は
既
に
対
抗
措
置
を
と

る
姿
勢
を
見
せ
て
お
り
、
他

の
諸
国
も
追
従
す
る
可
能
性

が
高
い
。

　

ア
メ
リ
カ
ン
大
学
（
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
）
の
伯
人
教
授

ア
ル
イ
ジ
オ
・
カ
ン
ポ
ス
氏

は
、「
伯
国
の
鉄
鋼
は
米
国

の
脅
威
に
な
っ
て
な
ど
い
な

い
。
む
し
ろ
そ
の
逆
」
と
語

り
、
伯
国
は
関
税
対
象
国
か

ら
外
さ
れ
る
べ
き
と
の
見
方

を
示
し
た
。
米
国
は
関
税
引

き
上
げ
を
安
全
保
障
上
、
必

要
な
措
置
と
説
明
し
た
が
、

同
教
授
に
よ
る
と
、
米
国
で

防
衛
部
門
に
使
わ
れ
る
鉄
鋼

は
全
体
の
３
％
だ
け
で
、
ど

の
よ
う
な
損
害
が
国
防
に
及

ぶ
の
か
も
具
体
的
に
示
さ
れ

て
い
な
い
。
同
教
授
は
、
こ

の
措
置
は
世
界
貿
易
機
関

米
国
が
関
税
大
幅
増
を
発
表

ル
（
３
５
０
０
万
ス
イ
ス
・

フ
ラ
ン
）
相
当
の
預
金
が
あ

る
こ
と
を
発
見
し
た
こ
と
で

深
ま
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
口
座
は
同
国
の

ボ
ル
デ
ィ
エ
ー
ル
＆
シ
ア
銀
行

に
あ
る
。
最
初
の
口
座
が
開

設
さ
れ
た
の
は
２
０
０
７
年

で
、
現
在
も
そ
の
ま
ま
維
持

さ
れ
て
い
る
。
四
つ
の
口
座
の

存
在
は
、
同
銀
行
が
１
６
年

６
月
に
不
審
な
金
の
動
き
が

　

パ
ウ
ロ
・
プ
レ
ッ
ト
氏
は
、

ジ
ョ
ゼ
・
セ
ー
ラ
氏
が
聖
州

知
事
だ
っ
た
２
０
０
７
〜

１
０
年
に
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ａ
の
総

裁
を
つ
と
め
て
い
た
。
検
察

は
、
大
聖
市
圏
を
循
環
す
る

ロ
ド
ア
ネ
ル
を
は
じ
め
と
し

た
四
つ
の
高
速
道
事
業
契
約

で
、
同
氏
が
贈
収
賄
工
作
を

働
い
た
と
見
て
い
る
。

　

パ
ウ
ロ
・
プ
レ
ッ
タ
氏
の
名

　

ス
イ
ス
検
察
庁
は
１
日
、

伯
国
検
察
庁
の
依
頼
で
、
聖

州
高
速
道
開
発
公
社
（
Ｄ
Ｅ

Ｒ
Ｓ
Ａ
）
元
局
長
で
、
民
主

社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
の
贈

収
賄
工
作
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

と
み
ら
れ
て
い
る
パ
ウ
ロ
・

ヴ
ィ
エ
イ
ラ・
デ・ソ
ウ
ザ
（
通

称
パ
ウ
ロ
・
プ
レ
ッ
ト
）
氏

が
、
贈
収
賄
で
使
っ
た
と
思

し
き
国
外
の
隠
し
口
座
四
つ

に
関
す
る
書
類
や
入
出
金
記

録
を
集
め
て
い
る
と
発
表
し

た
。
２
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙

が
報
じ
て
い
る
。

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
贈
収
賄
工
作
仕
掛
け
人

約
８
万
人
の
正
規
雇
用
増
加

聖
州
高
速
道
事
業
で
巨
額
収
賄

あ
っ
た
と
当
局
に
連
絡
し
た
こ

と
で
判
明
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
口
座
は

パ
ナ
マ
の
オ
フ
シ
ョ
ア
と
関
係

が
あ
り
、
昨
年
も
、
バ
ハ
マ
に

あ
る
口
座
に
預
金
の
振
替
が

行
わ
れ
た
。
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ

ト
作
戦
で
疑
惑
が
浮
上
し
た

伯
人
の
口
座
に
関
す
る
ス
イ

ス
検
察
の
調
査
が
進
ん
で
い

る
の
を
見
た
パ
ウ
ロ
・
プ
レ
ッ

タ
氏
が
、
自
分
の
口
座
に
捜

査
が
及
ぶ
前
に
預
金
を
移
し

た
の
だ
ろ
う
と
、
検
察
は
見

て
い
る
。
ボ
ル
デ
ィ
エ
ー
ル
＆

シ
ア
銀
行
の
口
座
は
、
こ
の

疑
惑
送
金
後
に
凍
結
さ
れ
た
。

　

ス
イ
ス
当
局
は
現
在
、

２
０
０
７
年
か
ら
１
８
年
に

至
る
ま
で
の
各
口
座
の
動
き

に
つ
い
て
調
査
中
で
、
そ
れ
に

関
す
る
資
料
は
後
日
、
伯
国

の
検
察
庁
に
届
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

輸
入
を
３
７
％
、
ア
ル
ミ
輸

入
も
１
３
％
削
減
す
る
事
を

望
ん
で
い
る
。
世
界
経
済
へ

の
悪
影
響
を
危
惧
し
、
１
日

の
ダ
ウ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
１
・

６
８
％
下
落
し
た
。

　

伯
国
通
商
産
業
開
発
省
は

１
日
、「
伯
国
政
府
は
米
国

が
鉄
鋼
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
に

追
加
関
税
を
か
け
る
意
向
と

の
知
ら
せ
を
、『
多
大
な
る

懸
念
』
を
も
っ
て
受
け
止
め

た
。
伯
国
政
府
は
、
伯
米
両

国
の
生
産
者
と
消
費
者
に
大

き
な
損
失
を
も
た
ら
す
可
能

性
の
あ
る
関
税
適
用
回
避
の

た
め
、
米
国
と
建
設
的
に
協

力
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
の
声
明
を
出
し
た
。

　

マ
ル
コ
ス
・
ジ
ョ
ル
ジ
伯

国
通
産
開
発
相
は
２
月
２
７

ロドアネルのイメージ（DERSA ‒ Desenvolvimento Rodoviário S/A）

伯国輸出の拠点、パラナグア港
（参考画像・Imprensa/ GEPR）

適
用
外
求
め
伯
政
府
も
交
渉
へ

雇 用

（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
提
訴
さ
れ
る

だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

カ
ン
ポ
ス
教
授
は
、
今
回

の
事
態
は
１
９
８
０
年
代
に

起
き
た
貿
易
摩
擦
と
同
様
の

展
開
で
推
移
す
る
と
見
て
い

る
。
当
時
の
米
国
工
業
界
は

保
護
貿
易
政
策
実
施
を
求
め

る
訴
え
を
立
て
続
け
に
出
し

て
お
り
、
米
国
政
府
が
同
国

に
輸
出
し
て
い
た
諸
外
国
と

交
渉
し
た
結
果
、
諸
外
国
は

ポ
リ
ス
市
に
あ
る
銀
行
支
店

を
襲
う
と
の
情
報
を
得
、
待

ち
伏
せ
し
て
い
た
。
軍
警
は

爆
発
を
専
門
と
す
る
銀
行
強

盗
グ
ル
ー
プ
捕
獲
の
た
め
、

４
０
人
の
対
策
グ
ル
ー
プ
を

組
ん
だ
。
軍
警
は
、
発
砲
し

な
が
ら
や
っ
て
き
た
強
盗
の

車
を
包
囲
。
犯
人
の
１
人
が

車
を
降
り
て
発
砲
し
た
の
に

応
戦
し
て
銃
撃
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
犯
人
７
人
が
死

亡
。
３
人
は
逃
げ
た
が
、
そ

の
中
の
１
人
は
病
院
で
体
内

の
銃
弾
を
除
去
し
て
も
ら
お

う
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
。
何

と
も
壮
絶
な
事
件
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
日
、
聖
市
西
部
ピ
ニ
ェ

イ
ロ
ス
で
、
車
の
中
に

１
８
７
万
レ
ア
ル
の
現
金
を

隠
し
持
っ
て
い
る
２
人
組
の

男
性
が
逮
捕
さ
れ
た
。
２
人

組
の
逮
捕
は
、
二
人
が
乗
っ

て
い
た
車
の
様
子
を
み
て
不

審
に
思
っ
た
軍
警
が
、
停
車

を
命
じ
て
取
り
調
べ
た
結

果
、
大
金
が
発
見
さ
れ
て
起

き
た
。
２
人
は
段
ボ
ー
ル
に

詰
め
ら
れ
た
、
５
０
レ
ア
ル

札
を
束
に
し
て
で
き
た
大
金

の
山
が
ど
の
よ
う
な
目
的
の

も
の
な
の
か
を
説
明
で
き

ず
、
汚
職
絡
み
の
疑
い
で
逮

捕
と
な
っ
た
。
こ
の
金
の
出

所
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
日
に
行
わ
れ
た
サ
ッ

カ
ー
の
リ
ベ
ル
タ
ド
ー
レ
ス

杯
グ
ル
ー
プ
・
リ
ー
グ
初
戦

で
、
サ
ン
ト
ス
と
パ
ル
メ
イ

ラ
ス
が
敵
地
の
試
合
を
戦
っ

た
。
サ
ン
ト
ス
は
ペ
ル
ー
で

レ
ア
ル
・
ガ
ル
シ
ラ
ー
ソ
に

０
―
２
で
完
敗
し
た
が
、
パ

ル
メ
イ
ラ
ス
は
コ
ロ
ン
ビ
ア

で
ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
・
バ
ラ
ン

キ
ー
ジ
ャ
に
３
―
０
と
圧
勝

し
、
幸
先
の
よ
い
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。
次
戦
は
サ
ン
ト

ス
が
１
５
日
、
パ
ル
メ
イ
ラ

ス
は
４
月
３
日
だ
。

　

生
ま
れ
な
が
ら
の
身
体
的

特
徴
や
遺
伝
子
上
の
性
と
自

分
が
認
識
す
る
性
が
異
な
る

人
々
（
性
同
一
性
者
）
は
、

性
転
換
手
術
を
受
け
て
い
な

く
て
も
戸
籍
上
の
名
前
や
性

別
を
変
更
す
る
事
が
出
来
る

と
の
判
断
を
、
連
邦
最
高
裁

が
１
日
に
全
会
一
致
で
下
し

た
と
、
１
、２
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

こ
の
審
理
は
２
月
２
８
日

に
始
ま
っ
て
お
り
、
６
人
の

判
事
が
賛
成
に
投
票
し
た
時

点
で
中
断
、
翌
３
月
１
日
に

残
り
４
人
も
賛
成
に
投
票
し

た
（
ジ
ア
ス
・
ト
フ
ォ
リ
判

事
は
欠
席
）。

　

た
だ
し
、
戸
籍
上
の
名
前

や
性
別
を
変
更
す
る
際
に
裁

判
所
か
ら
の
許
可
を
必
要
と

す
る
か
否
か
で
は
意
見
が
分

か
れ
た
。

　

報
告
官
の
マ
ル
コ
・
ア
ウ

レ
リ
オ
判
事
と
、リ
カ
ル
ド
・

レ
ヴ
ァ
ン
ド
フ
ス
キ
、
ジ
ウ

マ
ー
ル
・
メ
ン
デ
ス
の
各
判

事
は
「
戸
籍
上
の
名
前
や
性

別
の
変
更
に
は
裁
判
所
の

許
可
が
必
要
」
と
考
え
て
お

り
、
マ
ル
コ
・
ア
ウ
レ
リ
オ
、

ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
デ
・
モ

ラ
エ
ス
の
両
判
事
は
最
低
年

齢
を
も
う
け
る
事
も
主
張
し

た
。

　

し
か
し
、ル
イ
ス
・
バ
ロ
ー

ゾ
、
ロ
ー
ザ
・
ウ
ェ
ベ
ル
、

ル
イ
ス
・
フ
ク
ス
、
セ
ウ
ソ
・

デ
・
メ
ッ
ロ
の
各
判
事
と
カ

ル
メ
ン
・
ル
シ
ア
長
官
が
、

司
法
上
の
認
可
が
な
く
て
も

戸
籍
上
の
名
前
や
性
別
の
変

更
を
認
め
る
べ
き
と
し
た
た

め
、性
別
や
名
前
の
変
更（
登

記
所
で
実
施
）
に
は
、
裁
判

所
の
許
可
は
必
要
な
い
と
決

ま
っ
た
。

　

最
後
の
投
票
者
と
な
っ

た
、
長
官
の
カ
ル
メ
ン
・
ル

シ
ア
判
事
は
、「
人
の
自
己

認
識
を
尊
重
し
な
い
と
い
う

事
は
、
そ
の
人
そ
の
も
の

を
尊
重
し
な
い
の
と
同
じ
。

我
々
は
全
て
、
同
じ
尊
厳
を

持
っ
て
い
る
。
ま
た
我
々
は

そ
れ
ぞ
れ
、『
他
人
と
違
う
』

権
利
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

　

労
働
省
が
２
日
に
発
表
し

た
全
就
労
・
失
業
者
台
帳（
Ｃ

ａ
ｇ
ｅ
ｄ
）
に
よ
る
と
、
今

年
１
月
は
７
万
７
８
２
２

人
の
正
規
雇
用
が
生
ま
れ
た

と
、
２
日
付
伯
字
紙
・
サ
イ

ト
が
報
じ
た
。

　

こ
れ
は
、
正
規
雇
用
の
新

規
採
用
者
数
（
１
２
８
万
４

４
９
８
人
）
か
ら
、
正
規
雇

用
の
解
雇
者
数
（
１
２
０
万

６
６
７
６
人
）
を
引
い
た
数

値
だ
。
１
月
と
し
て
は
４
年

ぶ
り
の
正
規
雇
用
増
加
で
、

増
加
の
幅
も
、
１
２
年
の

１
１
万
８
８
９
５
人
に
次
ぐ

も
の
だ
。

　
エ
ウ
ト
ン
・
ヨ
ム
ラ
労
相

代
行
は
、「
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

は
、
政
府
が
と
っ
て
き
た
景

気
や
雇
用
の
回
復
策
が
功
を

奏
し
た
事
や
、
我
々
は
正
し

い
道
の
途
上
に
い
る
事
を
示

し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

２
０
１
７
年
全
体
で
は
、

２
万
８
３
２
人
分
の
正
規
雇

用
喪
失
が
起
き
た
。
正
規

雇
用
減
少
は
３
年
連
続
で
、

１
５
〜
１
７
年
に
失
わ
れ
た

正
規
雇
用
の
口
は
２
８
８
万

人
分
に
上
る
。

　

今
年
１
月
末
の
時
点

で
の
正
規
雇
用
者
数
は

３
７
９
４
万
人
で
、
昨
年
１

月
末
現
在
の
３
７
８
６
万
人

か
ら
８
万
人
増
え
た
。

　

増
減
を
分
野
別
に
見

る
と
、
製
造
加
工
業
が

４
万
９
５
０
０
人
で
最
大
、

以
下
、
サ
ー
ビ
ス
業
４
万
６

５
４
４
人
、
農
業
１
万
５
６

３
３
人
、
建
築
土
木
１
万
４

９
８
７
人
、
公
益
事
業
１
０

５
８
人
が
増
加
を
示
し
た
。

　
一
方
、
雇
用
が
減
少
し
た

の
は
、
マ
イ
ナ
ス
４
万
８
７

４
７
人
だ
っ
た
商
業
を
は
じ

め
、
行
政
管
理
マ
イ
ナ
ス

８
０
２
人
、
鉱
山
採
掘
業
マ

イ
ナ
ス
３
５
１
人
が
続
く
。

　

短
期
契
約
だ
け
み
る
と
、

１
月
は
２
８
６
０
人
が
採

用
さ
れ
、
３
９
９
人
が
解

雇
さ
れ
た
。
短
期
契
約
に
よ

り
、
３
年
以
内
に
２
０
０
万

人
分
の
正
規
雇
用
が
生
み
出

さ
れ
る
事
を
、
連
邦
政
府

は
願
っ
て
い
る
が
、
１
カ
月

２
５
０
０
人
弱
の
短
期
契
約

増
で
は
そ
れ
に
は
遠
く
及
ば

な
い
。

　

昨
年
改
定
さ
れ
た
労
働

法
で
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
契

約
も
設
定
さ
れ
た
。
１
月

の
同
契
約
で
の
新
規
採
用

４
９
８
２
人
に
対
し
、
解
雇

は
３
４
８
５
人
で
、
差
し
引

き
１
４
９
７
人
分
の
雇
用
が

増
え
た
。

　

２
日
、
聖
市
地
下
鉄
５
号

線
に
新
駅
の
エ
ウ
カ
リ
プ
ト

ス
駅
が
開
業
し
た
、
２
日
付

伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

５
号
線
の
新
駅
開
業
は
、

昨
年
９
月
に
開
業
し
た
ア
ウ

ト
・
ダ
・
ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ
、

ボ
ル
バ
・
ガ
ッ
ト
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
３
駅
に
続
く
も
の

だ
。
エ
ウ
カ
リ
プ
ト
ス
駅
は

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
東
隣
に
位

置
し
、
当
面
は
同
線
の
東
の

終
点
と
な
る
。

　

開
業
当
初
は
１
０
時
〜

１
５
時
の
限
定
運
転
で
、
通

常
操
業
と
な
る
の
に
は
数
週

間
を
要
す
る
。

　

同
駅
は
、
近
年
で
は
商
店

街
と
し
て
も
人
気
が
あ
る
、

閑
静
な
住
宅
街
の
モ
エ
マ
地

区
に
で
き
る
最
初
の
地
下
鉄

の
駅
で
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・

イ
ビ
ラ
プ
エ
ラ
の
す
ぐ
そ
ば

に
あ
る
と
い
う
点
で
も
注
目

を
集
め
そ
う
だ
。

　

同
線
で
は
、
４
月
に
も
、

モ
エ
マ
駅
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｄ
セ
ル

ヴ
ィ
ド
ー
ル
駅
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
病
院
駅
の
３
駅
が
開
業
と

な
る
予
定
だ
。

　

そ
の
後
は
、
１
号
線
と
連

結
す
る
サ
ン
タ
ク
ル
ス
駅
、

２
号
線
と
の
連
結
と
な
る

シ
ャ
ー
カ
ラ
・
ク
ラ
ヴ
ィ
ン

駅
も
で
き
る
予
定
だ
が
、
昨

年
は
１
８
年
４
月
完
成
と
発

表
さ
れ
た
こ
れ
ら
２
駅
の
開

通
予
定
は
未
定
だ
。

外国為替市況
中銀サイトより

3月2日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.2527  R$
買　3.2514  R$

円相場
売　0.0308  R$
買　0.0308  R$

伯国鉄鋼輸出に大打撃？

手
術
無
し
で
の
戸
籍
の
性
変
更
認
め
る

司
法
当
局
の
許
可
も
不
必
要
に

４
年
ぶ
り
の
１
月
上
昇
を
記
録

スイス検察

Ｐ
プ
レ
ッ
ト
氏
の
口
座
を
捜
査

（２）２０１８年 第４９４８号 ３月 ３日 （土曜日）

最 高 裁

エ
ウ
カ
リ
プ
ト
ス
駅
が
開
通

聖
市
モ
エ
マ
地
区
で
は
初
の
駅

聖市地下鉄５号線

「
自
発
的
に
」
対
米
輸
出
量

を
削
減
さ
せ
た
の
だ
。

　

た
だ
し
、
同
教
授
は
、
こ

の
シ
ナ
リ
オ
の
前
に
一
旦
、

鉄
鋼
２
５
％
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
１
０
％
の
関
税
徴
収
が
行

わ
れ
る
と
見
て
い
る
。

し
か
ね
ず
、
特

に
昨
年
の
米
国

鉄
鋼
輸
入
で
は

世
界
第
２
位
と

な
る
、
シ
ェ
ア

１
３
％
を
誇
る

伯
国
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ

し
そ
う
だ
。
こ

れ
は
、「
ア
メ

リ
カ
第
一
主
義
」

を
掲
げ
る
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
が

こ
れ
ま
で
に

行
っ
た
政
策
の

中
で
、
伯
国
に

と
っ
て
最
も
強

硬
な
策
だ
。
米

国
は
関
税
引
き

上
げ
で
、
鉄
鋼

　

同
措
置
は
世
界
規
模
で
の
貿
易
戦
争
を
呼
び
起
こ



　

仕し

事ご
と

で
パ
リ
に
来き

て
い
る
。
数す

う

週し
ゅ
う

間か
ん

単た
ん

位い

で
滞た

い

在ざ
い

す
る
の

で
、
オ
フ
ィ
ス
の
あ
る
凱が

い

旋せ
ん

門も
ん

か
ら
地ち

下か

鉄て
つ

で
４
、５
駅え

き

離は
な

れ

た
と
こ
ろ
に
家か

具ぐ

付つ

き
の
ア
パ
ー
ト
を
借か

り
て
み
た
。
近ち

か

く
に

は
賑に

ぎ

や
か
な
商

し
ょ
う

店て
ん

街が
い

が
あ
っ
て
、
カ
フ
ェ
や
パ
ン
屋や

、
八や

百お

屋や

、

肉に
く

屋や

な
ど
が
並な

ら

ん
で
い
る
。

　

驚お
ど
ろい
た
の
は
日に

本ほ
ん

食し
ょ
くレ
ス
ト
ラ
ン
の
多お

お

い
こ
と
だ
。
徒と

歩ほ

５

分ふ
ん

圏け
ん

内な
い

だ
け
で
３
軒け

ん

も
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
で
検け

ん

索さ
く

し
て
み
た
ら
、

パ
リ
の
約や

く

１
万ま

ん

５
千せ

ん

軒け
ん

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、「
和わ

食し
ょ
く」
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
入は

い
っ
て
い
る
の
が
７
６
３
軒け

ん

も
あ
っ
た
。

　
一い

ち

度ど

、
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
くに
ル
ー
ブ
ル
美び

術じ
ゅ
つ

館か
ん

近ち
か

く
の
日に

本ほ
ん

食し
ょ
くレ
ス
ト

ラ
ン
に
入は

い

っ
た
ら
、
フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

の
客き

ゃ
く
だ
け
で
満ま

ん

員い
ん

だ
っ
た
。

そ
こ
で
の
一い

ち

番ば
ん

人に
ん

気き

は
「
越え

ち

前ぜ
ん

の
お
ろ
し
蕎そ

麦ば

と
ソ
ー
ス
カ
ツ

丼ど
ん

小し
ょ
うど
ん
ぶ
り
の
セ
ッ
ト
」
だ
と
い
う
。
蕎そ

麦ば

も
ソ
ー
ス
カ
ツ

丼ど
ん

も
本ほ

ん

格か
く

的て
き

な
味あ

じ

だ
っ
た
。

　

戦せ
ん

前ぜ
ん

か
ら
パ
リ
に
遊あ

そ

ん
だ
日に

本ほ
ん

の
芸げ

い

術じ
ゅ
つ

家か

や
文ぶ

ん

人じ
ん

は
多お

お

い

が
、
パ
リ
で
こ
れ
ほ
ど
多お

お

く
の
日に

本ほ
ん

食し
ょ
くレ
ス
ト
ラ
ン
が
繁は

ん

盛じ
ょ
うし
、

し
か
も
越え

ち

前ぜ
ん

蕎そ

麦ば

ま
で
食た

べ
ら
れ
る
時じ

代だ
い

が
来く

る
と
は
、
誰だ

れ

が

予よ

想そ
う

し
得え

た
ろ
う
。

　

そ
の
う
ち
の
１
人り

、
大た

い

正し
ょ
う２
（
１
９
１
３
）
年ね

ん

に
パ
リ
に

渡わ
た

っ
た
島し

ま

崎ざ
き

藤と
う

村そ
ん

は
、
河か

わ

上か
み

肇は
じ
めら
が
彼か

れ

を
頼た

よ

っ
て
や
っ
て
く
る

と
、
下げ

宿し
ゅ
くを
探さ

が

し
て
や
っ
た
り
し
て
世せ

話わ

を
焼や

い
た
。
や
が
て

藤と
う

村そ
ん

は「
パ
リ
日に

本ほ
ん

人じ
ん

村む
ら

の
村そ

ん

長ち
ょ
う」と
呼よ

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、

彼か
れ

ら
を
歌か

劇げ
き

や
音お

ん

楽が
く

会か
い

に
連つ

れ
出だ

し
て
は
、
学が

く

生せ
い

街が
い

の
カ
ル

チ
ェ
・
ラ
タ
ン
で
文ぶ

ん

明め
い

論ろ
ん

に
花は

な

を
咲さ

か
せ
た
と
い
う
。

　

藤と
う

村そ
ん

は
、
上

し
ゃ
ん

海は
い

・
香ほ

ん

港こ
ん

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
コ
ロ
ン
ボ
・

ス
エ
ズ
運う

ん

河が

を
経け

い

由ゆ

し
て
約や

く

一い
っ

ヶ
月げ

つ

の
船ふ

な

旅た
び

で
マ
ル
セ
イ
ユ
に

着つ

い
た
の
だ
が
、
船せ

ん

中ち
ゅ
うの
読ど

く

書し
ょ

に
、
幕ば

く

末ま
つ

に
洋よ

う

行こ
う

し
た
幕ば

く

臣し
ん

、

栗く
り

本も
と

鋤じ
ょ

雲う
ん

の
『
暁

ぎ
ょ
う

窓そ
う

追つ
い

録ろ
く

』
を
持じ

参さ
ん

し
て
い
た
。
栗く

り

本も
と

鋤じ
ょ

雲う
ん

も
同お

な

じ
航こ

う

路ろ

で
横よ

こ

浜は
ま

か
ら
マ
ル
セ
イ
ユ
に
渡わ

た

っ
た
の
だ
が
、
こ

の
間か

ん

に
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
こ
と
に
気き

が
つ
い
た
。

　

そ
れ
は
船ふ

ね

が
港み

な
と
に
入は

い

る
た
び
に
、
現げ

ん

地ち

人じ
ん

の
盗ぬ

す

み
を
防ふ

せ

ぐ

た
め
に
、
船ふ

ね

の
倉そ

う

庫こ

に
鍵か

ぎ

を
し
、
船せ

ん

室し
つ

を
閉と

じ
、
出で

入い

り
を

厳げ
ん

重じ
ゅ
うに
し
た
事こ

と

で
あ
る
。
た
だ
、
横よ

こ

浜は
ま

と
マ
ル
セ
イ
ユ
で
だ
け

欧お
う

州し
ゅ
う

と
日に

本ほ
ん

の
封ほ

う

建け
ん

制せ
い

が

        
近き

ん

代だ
い

国こ
く

民み
ん

国こ
っ

家か

を
作つ

く

っ
た

2018年
ねん

2月
がつ

25日
にち

版
ばん

は
、
船せ

ん

員い
ん

が
船ふ

ね

を
下お

り
て
し
ま
い
、
戸と

が
開あ

け
っ
ぱ
な
し
に
な
っ

て
い
て
も
気き

に
も
留と

め
な
い
。

　

な
ぜ
日に

本ほ
ん

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
盗ぬ

す

み
が
な
く
、
そ
の
間か

ん

の
各か

く

地ち

の
港み

な
と
で
は
厳げ

ん

重じ
ゅ
うに
戸と

締じ

ま
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。
藤と

う

村そ
ん

は
こ
こ
か
ら
考か

ん
が
え
た
内な

い

容よ
う

を
、
帰き

国こ
く

後ご

、『
エ
ト
ラ

ン
ゼ
エ
（
異い

邦ほ
う

人じ
ん

）』
と
の
対た

い

話わ

」
と
題だ

い

し
た
エ
ッ
セ
イ
に
書か

い

て
い
る
。

　
東と

う

洋よ
う

の
方ほ

う

で
肝か

ん

心じ
ん

な
港

み
な
と

々み
な
とは
大た

い

抵て
い

今い
ま

で
は
英い

吉ぎ

利り
す

の
も
の

だ
ね
。（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）
最さ

い

初し
ょ

の
欧よ

う

羅ろ
っ

巴ぱ

の
航こ

う

海か
い

者し
ゃ

な
ん
て
も
の
は
必

か
な
ら

ず
し
も
他た

の
国く

に

を
奪と

る
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
ん
だ
ね
。
唯た

だ

、

奴や
つ

ら
は
強つ

よ

い
も
の
を
一い

っ

緒し
ょ

に
持も

っ
て
行い

っ
た
ん
だ
ね
。
実じ

っ

際さ
い

欧よ
う

羅ろ
っ

巴ぱ

の
方ほ

う
へ
行い

っ
て
見み

る
と
、
強つ

よ

い
組そ

織し
き

的て
き

な
も
の
が
あ
る
か

ら
ね
え
。

左そ

様う

い
う
強つ

よ

い
も
の
が
押お

し

込こ

ん
で
行い

く
と
、
組そ

織し
き

的て
き

で
な
い
よ

う
な
弱よ

わ

い
も
の
は
否い

や

で
も
応お

う

で
も
敗ま

け
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
ケ

エ
プ
・
タ
ウ
ン
で
も
、
ダ
ア
バ
ン
で
も
、
コ
ロ
ン
ボ
で
も
、
新し

ん

嘉が

堡ぽ
う
るで
も
、
結け

っ

局き
ょ
く

強つ
よ

い
も
の
が
支し

配は
い

す
る
よ
う
に
な
っ
ち
ま

う
。そ
い
つ
が
僕ぼ

く

ら
の
国く

に

の
方ほ

う

ま
で
延の

び
て
来き

た
ん
だ
ね
。［
１
，　

ｐ
１
２
６
］

　

欧お
う

州し
ゅ
う

諸し
ょ

国こ
く

は
何な

に

か「
強つ

よ

い
組そ

織し
き

的て
き

な
も
の
」を
持も

っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
持も

っ
て
い
な
か
っ
た
ア
ジ
ア
の
国く

に

々ぐ
に

は
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

に
さ
れ
た
。
そ
れ
が
日に

本ほ
ん

に
延の

び
て
来き

た
時と

き

に
ど
う

な
っ
た
の
か
。

　
こ
の
点て

ん

を
藤と

う

村そ
ん

は
「
故こ

国こ
く

に
帰か

え

り
て
」
の
中な

か

で
次つ

ぎ

の
よ
う
に

記し
る

し
て
い
る
。

　

幸さ
い
わい
に
し
て
わ
が
長な

が

崎さ
き

は
新し

ん

嘉が

堡ぽ
う
るた
る
こ
と
を
免ま

ぬ
が
れ
た
の

だ
。
そ
れ
を
私わ

た
しは
天て

ん

佑ゆ
う

の
保ほ

全ぜ
ん

と
の
み
考か

ん
がえ
た
く
な
い
。
歴れ

き

史し

的て
き

の
運う

ん

命め
い

の
力ち

か
らに
の
み
帰き

し
た
く
な
い
。
そ
の
理り

由ゆ
う

を
辿た

ど
っ
て

見み

る
と
種し

ゅ

々し
ゅ

な
こ
と
が
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
私わ

た
しは
そ
の
主し

ゅ

な
る

も
の
と
し
て
わ
が
国く

に

が
封ほ

う

建け
ん

制せ
い

度ど

の
下も

と

に
あ
っ
た
こ
と
を
考か

ん
がえ

て
み
た
い
。
実じ

っ

際さ
い

わ
が
国く

に

の
今こ

ん

日に
ち

あ
る
は
封ほ

う

建け
ん

制せ
い

度ど

の
賜た

ま

物も
の

で
あ
る
と
も
言い

い
た
い
。［
１
，　
ｐ
１
３
１
］

　

藤と
う

村そ
ん

に
と
っ
て
、
封ほ

う

建け
ん

制せ
い

度ど

と
は
抽

ち
ゅ
う

象し
ょ
う

的て
き

な
概が

い

念ね
ん

で
は
な

か
っ
た
。
藤と

う

村そ
ん

の
父ち

ち

は
木き

曽そ

馬ま

込ご
め

の
大だ

い

庄し
ょ
う

屋や

の
家い

え

に
生う

ま
れ
、

伊い

那な

谷だ
に

に
多お

お

い
平ひ

ら

田た

派は

国こ
く

学が
く

の
門も

ん

徒と

と
な
り
、
尊そ

ん

皇の
う

攘じ
ょ
う

夷い

運う
ん

動ど
う

を
経へ

て
地ち

方ほ
う

の
小

し
ょ
う

神じ
ん

社じ
ゃ

の
神し

ん

職し
ょ
くと
な
っ
た
。
維い

新し
ん

後ご

は
、
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

に
直じ

き

訴そ

し
た
り
、
廃は

い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
ゃ
くの
中な

か

で
郷

き
ょ
う

里り

の
寺じ

院い
ん

に

放ほ
う

火か

し
よ
う
と
し
た
り
し
て
、
つ
い
に
は
座ざ

敷し
き

牢ろ
う

に
幽ゆ

う

閉へ
い

さ
れ

て
、
窮

き
ゅ
う

死し

し
た
。

　
遠と

お

い
外が

い

国こ
く

の
旅た

び

に
出で

て
来き

て
見み

る
と
、
子こ

供ど
も

の
時と

き

に
別わ

か

れ
た

阿お

爺や
じ

の
こ
と
な
ぞ
が
し
き
り
と
恋こ

い

し
く
な
る
。
僕ぼ

く

ら
が
今こ

ん

日に
ち

あ
る
の
も
、
彼あ

様あ

し
て
阿お

爺や
じ

の
時じ

代だ
い

の
人ひ

と

た
ち
が
頑が

ん

張ば

っ
て
い

て
く
れ
た
御お

陰か
げ

だ
、
印い

ん

度ど

あ
た
り
の
よ
う
に
外が

い

来ら
い

の
勢せ

い

力り
ょ
くに
敗ま

け
て
し
ま
わ
な
か
っ
た
御お

陰か
げ

だ
、
左そ

様う

思お
も

う
と
僕ぼ

く

は
あ
の
頑が

ん

固こ

な
可お

畏そ
ろ

し
い
阿お

爺や
じ

に
感か

ん

謝し
ゃ

す
る
よ
う
な
心

こ
こ
ろ

持も
ち

を
有も

っ
て
来き

た
。

多た

少し
ょ
うな
り
と
も
僕ぼ

く

ら
が
近き

ん

代だ
い

の
精せ

い

神し
ん

に
触ふ

れ
得う

る
と
い
う
の

は
、
あ
の
阿お

爺や
じ

た
ち
に
強つ

よ

い
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。［
１
，　

ｐ
１
３
４
］

　

幕ば
く

末ま
つ

に
は
大だ

い

名み
ょ
うや
武ぶ

士し

ば
か
り
で
な
く
、
地ち

方ほ
う

の
庄

し
ょ
う

屋や

の

息む
す

子こ

で
す
ら
国こ

っ

家か

の
行ゆ

く
末す

え

に
危き

機き

感か
ん

を
抱い

だ

き
、
奔ほ

ん

走そ
う

し
た
。

「
強つ

よ

い
組そ

織し
き

的て
き

な
も
の
」
と
は
、
藤と

う

村そ
ん

に
と
っ
て
父ち

ち

親お
や

の
思お

も

い

出で

に
つ
な
が
る
体た

い

験け
ん

的て
き

な
も
の
だ
っ
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日に

本ほ
ん

が
並へ

い

行こ
う

し
て
封ほ

う

建け
ん

制せ
い

を
経け

い

験け
ん

し
、
し
か

も
、
こ
の
二ふ

た

つ
の
地ち

域い
き

で
近き

ん

代だ
い

化か

が
先せ

ん

行こ
う

し
た
事こ

と

か
ら
、
封ほ

う

建け
ん

制せ
い

が
近き

ん

代だ
い

化か

の
基き

盤ば
ん

と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

考か
ん
がえ
方か

た

は
、
藤と

う

村そ
ん

以い

前ぜ
ん

か
ら
あ
っ
た
。

　

今い
ま

谷た
に

明あ
き
ら・
都つ

留る

文ぶ
ん

科か

大だ
い

学が
く

学が
く

長ち
ょ
うの
『
封ほ

う

建け
ん

制せ
い

の
文ぶ

ん

明め
い

史し

観か
ん

』［
１
］
に
よ
る
と
、
日に

本ほ
ん

社し
ゃ

会か
い

の
封ほ

う

建け
ん

制せ
い

を
指し

摘て
き

し
た
最さ

い

初し
ょ

の
西せ

い

洋よ
う

人じ
ん

は
、
文ぶ

ん

政せ
い

６
（
１
８
２
３
）
年ね

ん

、
明め

い

治じ

維い

新し
ん

の

４
５
年ね

ん

前ま
え

に
来ら

い

日に
ち

し
て
、
ド
イ
ツ
人じ

ん

な
が
ら
オ
ラ
ン
ダ
人じ

ん

と

偽い
つ
わ
っ
て
長な

が

崎さ
き

・
出で

島じ
ま

の
オ
ラ
ン
ダ
商

し
ょ
う

館か
ん

医い

と
な
っ
た
シ
ー
ボ
ル

ト
だ
と
い
う
。

　

多お
お

く
の
大だ

い

名み
ょ
うが
半は

ん

独ど
く

立り
つ

的て
き

に
各か

く

藩は
ん

を
治お

さ

め
て
い
る
徳と

く

川が
わ

の

幕ば
く

藩は
ん

体た
い

制せ
い

が
、
同ど

う

時じ

代だ
い

の
ド
イ
ツ
の
諸し

ょ

侯こ
う

が
分ぶ

ん

立り
つ

し
て
い
た
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うと
良よ

く
似に

て
い
る
点て

ん

を
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
見み

て
と
っ
た
の
だ

ろ
う
。

　

医い

師し

・
植

し
ょ
く

物ぶ
つ

学が
く

者し
ゃ

で
あ
っ
た
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
学が

く

問も
ん

的て
き

に
こ

の
観か

ん

察さ
つ

を
深ふ

か

め
は
し
な
か
っ
た
が
、
帰き

国こ
く

後ご

に
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

し
た
大た

い

著ち
ょ

『
日に

本ほ
ん

』
に
よ
り
欧お

う

州し
ゅ
うで
の
日に

本ほ
ん

学が
く

の
祖そ

と
見み

な
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
日に

本ほ
ん

が
封ほ

う

建け
ん

制せ
い

の
国く

に

だ
と
い
う
認に

ん

識し
き

は
、
以い

後ご

、

１
．「
パ
リ
日に

本ほ
ん

人じ
ん

村む
ら

の
村そ

ん

長ち
ょ
う

」

多お
お

く
の
訪ほ

う

日に
ち

外が
い

国こ
く

人じ
ん

に
受う

け
入い

れ
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

学が
く

問も
ん

的て
き

見け
ん

地ち

か
ら
日に

本ほ
ん

が
欧お

う

州し
ゅ
うに
比ひ

較か
く

し
う
る
封ほ

う

建け
ん

制せ
い

を

備そ
な

え
て
い
た
と
い
う
研け

ん

究き
ゅ
うは
、
日に

本ほ
ん

の
経け

い

済ざ
い

学が
く

の
草く

さ

分わ

け
と

言い

わ
れ
る
福ふ

く

田だ

徳と
く

三ぞ
う

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
福ふ

く

田だ

は
明め

い

治じ

３
１

（
１
８
９
８
）
年ね

ん

に
ド
イ
ツ
に
留

り
ゅ
う

学が
く

し
、
ド
イ
ツ
歴れ

き

史し

学が
く

派は

の
経け

い

済ざ
い

学が
く

者し
ゃ

ル
ヨ
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
師し

事じ

し
た
。

　

ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
は
欧お

う

州し
ゅ
う

経け
い

済ざ
い

史し

の
講こ

う

義ぎ

で
、
後こ

う

方ほ
う

の
席せ

き

で

度ど

の
強つ

よ

い
眼め

鏡が
ね

を
か
け
た
福ふ

く

田だ

が
微び

笑し
ょ
うし
て
い
る
の
を
見み

つ

け
、
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

後ご

、
な
ぜ
笑わ

ら

っ
て
い
る
の
か
を
問と

う
と
、
福ふ

く

田だ

は

「
先せ

ん

生せ
い

が
講こ

う

義ぎ

さ
れ
る
欧お

う

州し
ゅ
うの
経け

い

済ざ
い

史し

が
、
余あ

ま

り
に
私わ

た
し
の
祖そ

国こ
く

日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

に
似に

て
お
り
ま
す
の
で
、
は
は
あ
、
成な

る

程ほ
ど

、
と

納な
っ

得と
く

し
、
会か

い

心し
ん

の
笑え

み
を
漏も

ら
し
た
の
で
す
」
と
答こ

た

え
た
。

　
「
そ
ん
な
に
日に

本ほ
ん

の
経け

い

済ざ
い

史し

が
西せ

い

欧お
う

に
似に

て
い
る
と
い
う
な

ら
、
君き

み

が
い
っ
そ
、
日に

っ

本ぽ
ん

経け
い

済ざ
い

史し

を
書か

い
て
み
な
い
か
」
と
ブ

レ
ン
タ
ー
ノ
に
勧す

す

め
ら
れ
、
そ
の
助じ

ょ

力り
ょ
くを
得え

な
が
ら
、
ド
イ
ツ

語ご

で
日に

っ

本ぽ
ん

経け
い

済ざ
い

史し

の
本ほ

ん

を
書か

き
上あ

げ
た
。
こ
の
本ほ

ん

は
西せ

い

欧お
う

の

学が
く

者し
ゃ

に
広ひ

ろ

く
読よ

ま
れ
、
日に

本ほ
ん

が
西せ

い

欧お
う

に
類る

い

似じ

し
た
封ほ

う

建け
ん

制せ
い

を

持も

っ
た
国く

に

で
あ
る
と
の
日に

本ほ
ん

観か
ん

は
、
欧お

う

米べ
い

人じ
ん

の
間あ

い
だで
も
広ひ

ろ

ま
っ

た
。

　

な
ぜ
封ほ

う

建け
ん

制せ
い

が
「
強つ

よ

い
組そ

織し
き

的て
き

な
も
の
」
を
生う

む
の
か
。

封ほ
う

建け
ん

制せ
い

は
欧お

う

州し
ゅ
うで
は
騎き

士し

、
日に

本ほ
ん

で
は
武ぶ

士し

と
い
う
「
武ぶ

人じ
ん

」

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

的て
き

な
役や

く

割わ
り

を
果は

た
す
か
ら
軍ぐ

ん

事じ

的て
き

に
強つ

よ

い
と
い
う
説せ

つ

も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
シ
ナ
の
各か

く

王お
う

朝ち
ょ
うも
戦せ

ん

乱ら
ん

の
中な

か

で
軍ぐ

ん

事じ

力り
ょ
くで

の
し
上あ

が
り
、
天て

ん

下か

を
と
っ
た
。
だ
か
ら
軍ぐ

ん

事じ

力り
ょ
くの
存そ

ん

在ざ
い

だ
け

で
は
説せ

つ

明め
い

で
き
な
い
。

　
日に

本ほ
ん

の
武ぶ

士し

と
、
シ
ナ
の
皇こ

う

帝て
い

に
仕つ

か

え
る
武ぶ

人じ
ん

と
を
考か

ん
が
え
て

見み

れ
ば
、
そ
の
違ち

が

い
が
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、

日に

本ほ
ん

の
武ぶ

士し

は
主し

ゅ

君く
ん

か
ら
所し

ょ

領り
ょ
うを
与あ

た

え
ら
れ
、
そ
こ
を
子し

孫そ
ん

の
た
め
に
命い

の
ちを
懸か

け
て
守ま

も

る
「
一い

っ

所し
ょ

懸け
ん

命め
い

」
の
精せ

い

神し
ん

を
持も

つ
。

　
こ
れ
が
シ
ナ
皇こ

う

帝て
い

に
雇や

と

わ
れ
て
い
る
武ぶ

人じ
ん

な
ら
ど
う
だ
ろ
う

か
。
別べ

つ

に
そ
の
王お

う

朝ち
ょ
うが
滅ほ

ろ

ん
で
も
、
次つ

ぎ

の
王お

う

朝ち
ょ
うに
仕つ

か

え
れ
ば
、

自じ

分ぶ
ん

の
身み

は
安あ

ん

泰た
い

で
あ
る
。
日に

本ほ
ん

の
武ぶ

士し

と
シ
ナ
の
武ぶ

人じ
ん

の
違ち

が

い
は
、
自じ

分ぶ
ん

の
事じ

業ぎ
ょ
うに
す
べ
て
を
か
け
る
中

ち
ゅ
う

小し
ょ
う

企き

業ぎ
ょ
うの
オ
ー

ナ
ー
と
、
大だ

い

企き

業ぎ
ょ
うの
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
違ち

が

い
と
考か

ん
が
え
れ
ば
、
分わ

か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。

　

現げ
ん

実じ
つ

に
モ
ン
ゴ
ル
の
大だ

い

帝て
い

国こ
く

は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大た

い

陸り
く

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

部ぶ

か
ら
東ひ

が
しは
日に

本ほ
ん

、
西に

し

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
で
攻せ

め
込こ

ん
だ
。
し

か
し
、
日に

本ほ
ん

で
は
鎌か

ま

倉く
ら

武ぶ

士し

団だ
ん

に
敗や

ぶ

れ
、
欧お

う

州し
ゅ
うで
は
ド
イ
ツ

騎き

士し

団だ
ん

に
敗や

ぶ

れ
た
。

　

元げ
ん

寇こ
う

は
神か

み

風か
ぜ

に
敗や

ぶ

れ
た
と
い
う
の
が
一い

っ

般ぱ
ん

の
先せ

ん

入に
ゅ
う

観か
ん

だ
が
、

史し

実じ
つ

は
異こ

と

な
る
。
鎌か

ま

倉く
ら

武ぶ

士し

た
ち
の
抵て

い

抗こ
う

に
よ
っ
て
、
元げ

ん

軍ぐ
ん

は

２
ヶ
月げ

つ

も
上

じ
ょ
う

陸り
く

を
阻そ

止し

さ
れ
、
海か

い

上じ
ょ
うに
さ
ま
よ
っ
て
い
る
間あ

い
だに
、

台た
い

風ふ
う

に
襲お

そ

わ
れ
た
の
で
あ
る
。
台た

い

風ふ
う

が
来こ

な
く
と
も
、
補ほ

給き
ゅ
うの

な
い
元げ

ん

軍ぐ
ん

は
引ひ

き
揚あ

げ
る
し
か
な
か
っ
た
。

　

西に
し

に
向む

か
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
軍ぐ

ん

は
キ
エ
フ
公こ

う

国こ
く

、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
蹂

じ
ゅ
う

躙り
ん

し
、
ド
イ
ツ
の
諸し

ょ

城じ
ょ
うに
襲お

そ

い
か
か
っ
た
所

と
こ
ろ

で
、
第だ

い

２
代だ

い

モ
ン
ゴ
ル
帝て

い

国こ
く

皇こ
う

帝て
い

オ
ゴ
タ
イ
の
訃ふ

報ほ
う

に
接せ

っ

し
て

引ひ

き
揚あ

げ
た
と
言い

わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
史し

実じ
つ

で
は
な
い
。
モ
ン

ゴ
ル
軍ぐ

ん

が
ド
イ
ツ
軍ぐ

ん

と
の
戦た

た
かい
か
ら
引ひ

き
揚あ

げ
た
の
は
、
訃ふ

報ほ
う

を
聞き

く
数す

う

ヶ
月げ

つ

も
前ま

え

で
あ
っ
た
。

　

実じ
っ

際さ
い

は
、
城

じ
ょ
う

壁へ
き

都と

市し

に
立た

て
こ
も
っ
て
頑が

ん

強き
ょ
うに
抵て

い

抗こ
う

す
る
ド

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
欧お

う

州し
ゅ
う

諸し
ょ

国こ
く

の
持も

つ

　
　
「
強つ

よ

い
組そ

織し
き

的て
き

な
も
の
」

イ
ツ
騎き

士し

団だ
ん

を
打う

ち
破や

ぶ

れ
ず
、
諦あ

き
ら
め
て
撤て

っ

退た
い

し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
も
ド
イ
ツ
騎き

士し

団だ
ん

の
「
一い

っ

所し
ょ

懸け
ん

命め
い

」
に
敗や

ぶ

れ
た
と
言い

え
る
。

　
一い

っ

所し
ょ

懸け
ん

命め
い

の
精せ

い

神し
ん

で
、
自じ

分ぶ
ん

の
愛あ

い

す
る
郷

き
ょ
う

土ど

と
、
ひ
い
て
は

祖そ

国こ
く

を
命い

の
ち
を
か
け
て
守ま

も

ろ
う
と
す
る
武ぶ

人じ
ん

と
、
富と

み

の
た
め
に

戦た
た
かう
武ぶ

人じ
ん

と
、
ど
ち
ら
が
強つ

よ

い
か
は
言い

う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ

う
。

　

武ぶ

人じ
ん

の
所し

ょ

領り
ょ
うが
主し

ゅ

君く
ん

か
ら
与あ

た

え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ

う
し
た
強つ

よ

さ
以い

外が
い

に
、
社し

ゃ

会か
い

の
発は

っ

展て
ん

を
生う

み
出だ

し
た
。
そ
れ

は
所し

ょ

領り
ょ
うを
預あ

ず

か
る
代か

わ
り
に
、
い
ざ
と
い
う
時と

き

に
生せ

い

命め
い

を
掛か

け

て
戦た

た
か
う
、
と
い
う
相そ

う

互ご

の
信し

ん

頼ら
い

に
基も

と

づ
い
た
契け

い

約や
く

関か
ん

係け
い

を
発は

っ

展て
ん

さ
せ
た
。

　

契け
い

約や
く

で
あ
る
以い

上じ
ょ
う、
主し

ゅ

君く
ん

が
勝か

っ

手て

に
家け

来ら
い

の
所し

ょ

領り
ょ
うを
取と

り

上あ

げ
る
事こ

と

は
許ゆ

る

さ
れ
な
い
。
こ
こ
か
ら
「
権け

ん

利り

」
と
い
う
概が

い

念ね
ん

が
生し

ょ
う
ず
る
。
同ど

う

時じ

に
、
家け

来ら
い

の
方ほ

う

も
戦い

く
さに
な
っ
て
命

い
の
ち

惜お

し
さ
に

逃に

げ
出だ

す
な
ど
と
い
う
事こ

と

は
許ゆ

る

さ
れ
な
い
。
こ
れ
が
「
義ぎ

務む

」

の
概が

い

念ね
ん

を
生う

み
出だ

す
。こ
の
義ぎ

務む

を
い
か
に
見み

事ご
と

に
果は

た
す
か
、

と
い
う
所と

こ
ろか
ら
、
武ぶ

士し

道ど
う

や
騎き

士し

道ど
う

が
生う

ま
れ
た
。

　
「
契け

い

約や
く

」、「
権け

ん

利り

」、「
義ぎ

務む

」
な
ど
は
近き

ん

代だ
い

社し
ゃ

会か
い

を
成せ

い

立り
つ

さ
せ
て
い
る
基き

本ほ
ん

的て
き

な
概が

い

念ね
ん

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
概が

い

念ね
ん

を
尊そ

ん

重ち
ょ
うす
る
風ふ

う

潮ち
ょ
うが
統と

う

治ち

者し
ゃ

に
も
国こ

く

民み
ん

の
側が

わ

に
も
な
け
れ
ば
、
近き

ん

代だ
い

社し
ゃ

会か
い

は
成な

り
立た

た
な
い
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
皇こ

う

帝て
い

に
よ
る
独ど

く

裁さ
い

国こ
っ

家か

で
は
、
皇こ

う

帝て
い

は
勝か

っ

手て

に
家け

来ら
い

の
財ざ

い

産さ
ん

を
取と

り
上あ

げ
る
事こ

と

が
で
き
る
し
、
臣し

ん

下か

は
危あ

ぶ

な
く

な
っ
た
ら
、
敵て

き

方が
た

に
寝ね

返が
え
っ
た
り
す
る
。
シ
ナ
大た

い

陸り
く

や
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

で
現げ

ん

在ざ
い

で
も
契け

い

約や
く

や
条

じ
ょ
う

約や
く

、
さ
ら
に
は
人じ

ん

権け
ん

や
義ぎ

務む

を
尊そ

ん

重ち
ょ
うす
る
気き

風ふ
う

が
薄う

す

い
の
は
、
封ほ

う

建け
ん

社し
ゃ

会か
い

を
経け

い

験け
ん

し
て
い
な
い
か

ら
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
封ほ

う

建け
ん

社し
ゃ

会か
い

で
は
、
隣り

ん

人じ
ん

と
の
間あ

い
だで
境

き
ょ
う

界か
い

争あ
ら
そい
な
ど
が

生し
ょ
うじ
た
場ば

合あ
い

は
、
契け

い

約や
く

関か
ん

係け
い

を
も
と
に
、
ど
ち
ら
が
正た

だ

し
い

か
を
道ど

う

理り

を
も
っ
て
議ぎ

論ろ
ん

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
裁さ

い

判ば
ん

制せ
い

度ど

が
発は

っ

達た
つ

す
る
。
た
と
え
ば
鎌か

ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

の
第だ

い

３
代だ

い

執し
っ

権け
ん

・

５
．
モ
ン
ゴ
ル
軍ぐ

ん

が
な
ぜ

        

日に

本ほ
ん

と
西せ

い

洋よ
う

で
勝か

て
な
か
っ
た
の
か

Matthäus Merian 作
さく

『ワールシュタットの戦
たたか

い』。ワールシュタットの戦
たたか

いは、1241
年
ねん

、4 月
がつ

9 日
か

にモンゴル帝
てい

国
こく

のヨーロッパ遠
えん

征
せい

軍
ぐん

と、ポーランド・ドイツ連
れん

合
ごう

軍
ぐん

が
激
げき

突
とつ

した戦
たたか

いである。ワールシュタットとはドイツ語
ご

で「死
し

体
たい

の山
やま

」を意
い

味
み

する。

て
い
る
。
物も

の

事ご
と

の
道ど

う

理り

を
「
法ほ

う

」
と
し
て
書か

き
表あ

ら
わし
、
争あ

ら
そい
事ご

と

も
法ほ

う

と
道ど

う

理り

に
照て

ら
し
て
、ど
ち
ら
が
正た

だ

し
い
か
を
判は

ん

断だ
ん

す
る
。

こ
れ
が
「
法ほ

う

治ち

国こ
っ

家か

」
の
基き

盤ば
ん

で
あ
る
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
皇こ

う

帝て
い

に
よ
る
独ど

く

裁さ
い

社し
ゃ

会か
い

で
は
、
臣し

ん

下か

の
争あ

ら
そい
は
ど
ち

ら
が
皇こ

う

帝て
い

に
好す

か
れ
る
か
、
と
い
う
事こ

と

で
決き

ま
っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
に
発は

っ

達た
つ

す
る
の
は
皇こ

う

帝て
い

へ
の
お
べっ
か
争あ

ら
そい

と
互た

が

い
の
足あ

し

の

引ひ

っ
張ぱ

り
合あ

い
で
あ
る
。

　

封ほ
う

建け
ん

制せ
い

は
法ほ

う

治ち

に
よ
る
自じ

由ゆ
う

な
社し

ゃ

会か
い

の
基き

盤ば
ん

を
作つ

く

っ
た
。

そ
し
て
国こ

く

民み
ん

の
自じ

由ゆ
う

な
活か

つ

動ど
う

が
、
経け

い

済ざ
い

的て
き

発は
っ

展て
ん

を
生う

み
出だ

し

た
。
こ
う
し
て
近き

ん

代だ
い

国こ
く

民み
ん

国こ
っ

家か

と
い
う「
強つ

よ

い
組そ

織し
き

的て
き

な
も
の
」

が
生う

ま
れ
た
。
封ほ

う

建け
ん

制せ
い

を
経け

い

験け
ん

し
た
西せ

い

欧お
う

と
日に

本ほ
ん

が
近き

ん

代だ
い

国こ
く

民み
ん

国こ
っ

家か

と
し
て
発は

っ

展て
ん

し
た
の
は
、
当と

う

然ぜ
ん

の
現げ

ん

象し
ょ
うな
の
で
あ
る
。

　

島し
ま

崎ざ
き

藤と
う

村そ
ん

が
「
強つ

よ

い
組そ

織し
き

的て
き

な
も
の
」
と
感か

ん

じ
と
っ
た
の
は
、

権け
ん

利り

、
義ぎ

務む

、
契け

い

約や
く

、
法ほ

う

を
尊そ

ん

重ち
ょ
うし
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国こ

く

民み
ん

ど
う
し
が
互た

が

い
に
助た

す

け
合あ

う
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

と
し
て
発は

っ

展て
ん

し
て
き
た

近き
ん

代だ
い

国こ
く

民み
ん

国こ
っ

家か

の
姿す

が
た
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
強つ

よ

い
組そ

織し
き

的て
き

な
も
の
」
が
、
あ
た
か
も

自し

然ぜ
ん

現げ
ん

象し
ょ
うの
よ
う
に
勝か

っ

手て

に
生う

ま
れ
た
と
考か

ん
が
え
る
べ
き
で
は
な

い
。
そ
れ
は
何な

ん

代だ
い

に
も
わ
た
る
先せ

ん

人じ
ん

の
努ど

力り
ょ
くの
積つ

み
重か

さ

ね
に

よ
っ
て
発は

っ

展て
ん

し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前ぜ

ん

節せ
つ

に
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
北ほ

う

条じ
ょ
う

泰や
す

時と
き

が
「
道ど

う

理り

に
よ
る
政せ

い

治じ

」
を
追つ

い

求き
ゅ
うし
た
努ど

力り
ょ
くが
そ
の
一い

ち

例れ
い

で
あ
る
。

　
と
す
れ
ば
、先せ

ん

人じ
ん

の
遺の

こ

し
て
く
れ
た
「
強つ

よ

い
組そ

織し
き

的て
き

な
も
の
」

に
対た

い

し
て
、
藤と

う

村そ
ん

の
よ
う
に
、「
僕ぼ

く

ら
が
今こ

ん

日に
ち

あ
る
の
も
、
彼あ

様あ

し
て
阿お

爺や
じ

の
時じ

代だ
い

の
人ひ

と

た
ち
が
頑が

ん

張ば

っ
て
い
て
く
れ
た
御お

陰か
げ

だ
」
と
感か

ん

謝し
ゃ

の
心こ

こ
ろを
も
っ
て
、
思お

も

い
起お

こ
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
「
強つ

よ

い
組そ

織し
き

的て
き

な
も
の
」
は
、
現げ

ん

在ざ
い

の
我わ

れ

々わ
れ

が
努ど

力り
ょ
くし
て
守ま

も
っ
て
い
か
な
い
と
風ふ

う

化か

し
て
い
っ
て
し
ま
う
。
特と

く

に
現げ

ん

在ざ
い

は
、
シ
ナ
や
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

、
韓か

ん

国こ
く

な
ど
、
封ほ

う

建け
ん

制せ
い

を
経け

い

験け
ん

せ
ず
、
し
た
が
っ
て
条

じ
ょ
う

約や
く

も
国こ

く

際さ
い

法ほ
う

も
人じ

ん

権け
ん

も
理り

解か
い

し
な
い
前ぜ

ん

近き
ん

代だ
い

国こ
っ

家か

が
外そ

と

か
ら
の
脅

き
ょ
う

威い

を
与あ

た

え
て
い
る
。

　

同ど
う

時じ

に
、
内う

ち

か
ら
は
こ
れ
ま
た
法ほ

う

治ち

や
近き

ん

代だ
い

的て
き

自じ

由ゆ
う

の
概が

い

（３） ２０１８年第４９４８号 	 ３月	 ３日	（土曜日）

念ね
ん

を
持も

た
な
い
左さ

翼よ
く

勢せ
い

力り
ょ
くが
、
教

き
ょ
う

育い
く

や
報ほ

う

道ど
う

、
政せ

い

治じ

を
ね
じ

曲ま

げ
て
、
国こ

く

民み
ん

国こ
っ

家か

を
浸し

ん

食し
ょ
くし
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
内な

い

外が
い

か

６
．
封ほ

う

建け
ん

制せ
い

が
法ほ

う

治ち

に
よ
る

　
　

近き
ん

代だ
い

国こ
く

民み
ん

国こ
っ

家か

の

　
　

基き

盤ば
ん

を
作つ

く

っ
た

３
．「
阿お

爺や
じ

の
時じ

代だ
い

の
人ひ

と

た
ち
が

         

頑が
ん

張ば

っ
て
い
て
く
れ
た
御お

陰か
げ

だ
」

４
．
欧お

う

米べ
い

に
広ひ

ろ

ま
っ
た
日に

本ほ
ん

観か
ん

７
．
内な

い

外が
い

の
浸し

ん

食し
ょ
く

か
ら
、

　
　
い
か
に
国こ

く

民み
ん

国こ
っ

家か

を
守ま

も

る
か

北ほ
う

条じ
ょ
う

泰や
す

時と
き

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
っ
て
整せ

い

理り

し
、
成せ

い

文ぶ
ん

化か

し

た
『
関か

ん

東と
う

御ご

成せ
い

敗ば
い

式し
き

目も
く

』
の
末ま

つ

尾び

に
は
、
こ
の
法ほ

う

体た
い

系け
い

の
基き

本ほ
ん

理り

念ね
ん

と
し
て
の
「
道ど

う

理り

」
を
明め

い

白は
く

に

掲か
か

げ
て
い
る
。

　
お
よ
そ
評

ひ
ょ
う

定じ
ょ
うの
間あ

い
だ、
理り

非ひ

に
於お

い
て
は
親し

ん

疎そ

あ

る
べ
か
ら
ず
、
好こ

う

悪お

あ
る
べ
か
ら
ず
。
た
だ
道ど

う

理り

の
推お

す
と
こ
ろ
、
心し

ん

中ち
ゅ
うの
存ぞ

ん

知じ

、
傍ほ

う

輩ば
い

を
憚は

ば
か
ら
ず
、

権け
ん

門も
ん

を
恐お

そ

れ
ず
、
詞こ

と
ばを
出だ

す
べ
き
な
り
。

　
（
裁さ

い

判ば
ん

の
場ば

に
あ
っ
て
は
決け

っ

し
て
依え

怙こ

贔ひ
い

屓き

な

く
、
専も

っ
ぱ
ら
道ど

う

理り

に
基も

と

づ
い
て
、
傍は

た

の
目め

、
上う

え

な
る

権け
ん

力り
ょ
く

者し
ゃ

の
意い

嚮こ
う

を
恐お

そ

れ
る
こ
と
な
く
信し

ん

ず
る
所と

こ
ろ
を

言い

え
）

　
こ
れ
は
建た

て

前ま
え

だ
け
で
な
く
、
実じ

っ

際さ
い

の
裁さ

い

判ば
ん

で
も
、

一い
っ

方ぽ
う

が
自じ

分ぶ
ん

の
主し

ゅ

張ち
ょ
うの
お
か
し
い
事こ

と

に
気き

が
つ
い
て

「
こ
れ
は
当と

う

方ほ
う

の
負ま

け
な
り
」
と
認み

と

め
た
態た

い

度ど

を
、

泰や
す

時と
き

が
涙な

み
だ
ぐ
み
な
が
ら
褒ほ

め
た
事じ

例れ
い

も
記き

録ろ
く

さ
れ

ら
の
浸し

ん

食し
ょ
くか
ら
、
わ
が
国く

に

の

法ほ
う

治ち

主し
ゅ

義ぎ

と
自じ

由ゆ
う

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

を
守ま

も
っ
て
、我わ

れ

々わ
れ

も
子し

孫そ
ん

か
ら

「
阿お

爺や
じ

の
時じ

代だ
い

の
人ひ

と

た
ち
が

頑が
ん

張ば

っ
て
い
て
く
れ
た
御お

陰か
げ

だ
」
と
言い

わ
れ
る
よ
う
、
頑が

ん

張ば

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

１
．　

今い
ま

谷た
に

明あ
き
ら『
封ほ

う

建け
ん

制せ
い

の

文ぶ
ん

明め
い

史し

観か
ん

』、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新し

ん

書し
ょ

、

Ｈ
２
０
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袋ぶ
く
ろ

栄え
い

喜き

会か
い

長ち
ょ
うは
そ
の
寄き

稿こ
う

文ぶ
ん

の
中な

か

で
、「
生い

き
残の

こ

る
物も

の

は

大お
お

き
い
も
の
で
も
強つ

よ

い
も
の
で

も
な
い
。
生い

き
残の

こ

る
も
の
は
、

そ
の
時と

き

々ど
き

の
時じ

代だ
い

の
変へ

ん

化か

に

対た
い

応お
う

で
き
る
も
の
し
か
生い

き

残の
こ

れ
な
い
」
と
い
う
言こ

と

葉ば

を

紹し
ょ
う

介か
い

。《
植

し
ょ
く

物ぶ
つ

も
動ど

う

物ぶ
つ

も
そ

う
。
企き

業ぎ
ょ
うや
私わ

た
し
た
ち
の
よ
う

な
親し

ん

睦ぼ
く

会か
い

で
も
そ
れ
は
通つ

う

用よ
う

し
ま
す
。（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）
県け

ん

人じ
ん

会か
い

を

継け
い

続ぞ
く

し
て
い
く
に
は
、
常つ

ね

に

時じ

代だ
い

の
変へ

ん

化か

に
注

ち
ゅ
う

目も
く

し
、
ウ

　

ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
第だ

い

８
１
回か

い

総そ
う

会か
い

と
、
ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

文ぶ
ん

化か

セ
ン
タ
ー
の
第だ

い

４
６

回か
い

総そ
う

会か
い

が
２
月が

つ

２
５
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
、
聖せ

い

市し

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

本ほ
ん

部ぶ

で
同ど

う

時じ

開か
い

催さ
い

さ
れ
、
遠と

お

く

は
南

み
な
み

麻ま

州し
ゅ
うカ
ン
ポ
・
グ
ラ
ン
デ
な
ど
約や

く

４
０
支し

部ぶ

ら
の
代だ

い

表ひ
ょ
うな
ど
約や

く

９
０
人に

ん

が
参さ

ん

加か

し
た
。

８
月が

つ

３
～
５
日か

に
行お

こ

な
わ
れ
る
県け

ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
向む

け
て
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

の
連れ

ん

携け
い

強き
ょ
う

化か

、
一い

ち

連れ
ん

の
行

ぎ
ょ
う

事じ

予よ

定て
い

や
記き

念ね
ん

誌し

発は
っ

行こ
う

、
聖せ

い

州し
ゅ
う

内な
い

４
カ
所じ

ょ

で
一い

っ

般ぱ
ん

ブ
ラ
ジ
ル
住

じ
ゅ
う

民み
ん

向む

け
の
沖お

き

縄な
わ

文ぶ
ん

化か

イ
ベ
ン
ト
開か

い

催さ
い

が
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
る
な
ど
確か

く

実じ
つ

に
盛も

り
上あ

が
り
を
み
せ
て
き
た
。

チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
先せ

ん

祖ぞ

伝で
ん

来ら
い

の
チ
ム
グ
ク
ル
を
大だ

い

事じ

に
し
つ

つ
新あ

た
ら
し
い
ニ
ー
ズ
に
適て

き

応お
う

し
、

よ
り
高た

か

い
理り

想そ
う

、
よ
り
高た

か

い

目も
く

標ひ
ょ
うを
掲か

か

げ
て
若わ

か

い
人ひ

と

た
ち

を
ひ
き
つ
け
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
り

ま
す
》
と
書か

く
。
マ
ン
モ
ス

県け
ん

人じ
ん

会か
い

で
あ
る
こ
と
に
胡

あ
ぐ
ら

坐

を
か
か
ず
、
時じ

代だ
い

に
即そ

く

応お
う

す

る
柔

じ
ゅ
う

軟な
ん

性せ
い

を
求も

と

め
る
姿し

勢せ
い

は

立り
っ

派ぱ

な
も
の
。

　
　
　
　
　

◎

　

プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く

百ひ
ゃ
く

周
し
ゅ
う

め
る
、
相そ

う

互ご

扶ふ

助じ
ょ

を
す
る
役や

く

割わ
り

を
強つ

よ

く
担に

な

っ
て
き
た
。
だ

が
世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

す
る
中な

か

で
、
そ

の
役や

く

割わ
り

で
は
若わ

か

い
人ひ

と

が
集あ

つ

ま

ら
な
い
現げ

ん

実じ
つ

が
出で

て
き
た
。

こ
れ
か
ら
の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
役や

く

割わ
り

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
沖お

き

縄な
わ

文ぶ
ん

化か

、
チ
ム
グ
ク
ル
（
助た

す

け

合あ

い
精せ

い

神し
ん

）
を
普ふ

及き
ゅ
うし
て
い

く
こ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
国く

に

の

発は
っ

展て
ん

に
貢こ

う

献け
ん

す
る
こ
と
だ
と

思お
も

う
。
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
機き

に

そ
の
方ほ

う

針し
ん

を
具ぐ

体た
い

化か

さ
せ
た

い
」
と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
た
。

　

そ
の
流な

が

れ
か
ら
記き

念ね
ん

事じ

業
ぎ
ょ
う

の
一い

っ

環か
ん

と
し
て
、
県け

ん

系け
い

人じ
ん

の
集

し
ゅ
う

住じ
ゅ
う

地ち

で
あ
る
聖せ

い

市し

、
ア
ラ
ラ

ク
ア
ラ
、
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
うロ
ン
ド
リ

ー
ナ
、
南

み
な
み

麻ま

州し
ゅ
うカ
ン
ポ
・
グ

ラ
ン
デ
な
ど
４
カ
所し

ょ

で
、
ブ

ラ
ジ
ル
人じ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

に
む
け
て
沖お

き

縄な
わ

芸げ
い

能の
う

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
イ
ベ
ン

ト
を
今こ

年と
し

９
月が

つ

以い

降こ
う

に
開か

い

催さ
い

す
る
予よ

定て
い

。

　

昨さ
く

年ね
ん

、
島し

ま

袋ぶ
く
ろ

会か
い

長ち
ょ
うが
「
地ち

方ほ
う

の
支し

部ぶ

に
は
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

が
あ

る
が
、
本ほ

ん

部ぶ

に
な
い
。
若わ

か

者も
の

に
参さ

ん

加か

し
て
欲ほ

し
い
。
本ほ

ん

部ぶ

に
も
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

を
つ
く
っ
て
、
支し

部ぶ

の
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

を
つ
な
げ
る
活か

つ

動ど
う

を
。
将

し
ょ
う

来ら
い

的て
き

に
は
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

が
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
な
っ
て

も
ら
い
、
我わ

れ

々わ
れ

は
そ
の
後こ

う

方ほ
う

支し

援え
ん

を
す
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
提て

い

案あ
ん

し
た
こ
と
を
受う

け
て

創そ
う

立り
つ

し
、
総そ

う

会か
い

の
中な

か

で
新し

ん

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

が
自じ

己こ

紹し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

長ち
ょ
うの
上う

え

原は
ら

ジ
ュ
ン
・

ル
ー
カ
ス
さ
ん
（
２
４
、
三さ

ん

世せ
い

、
ビ
ラ
・
カ
ロ
ン
支し

部ぶ

）

は
、「
支し

部ぶ

の
青せ

い

年ね
ん

の
方ほ

う

で
は
、

昨さ
く

年ね
ん

か
ら
横よ

こ

の
つ
な
が
り
を

強つ
よ

め
る
動う

ご

き
を
始は

じ

め
て
い
た
。

本ほ
ん

部ぶ

に
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

が
で
き
れ
ば

加か

速そ
く

さ
れ
る
。
既き

存そ
ん

の
イ
ベ

ン
ト
や
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
協

き
ょ
う

力
り
ょ
く

す
る
だ
け
で
な
く
、
い
ず
れ

は
我わ

れ

々わ
れ

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
な
っ
た
若わ

か

者も
の

向む

け
イ
ベ
ン
ト
を
作つ

く
っ
て
実じ

っ

施し

し
て
い
き
た
い
」
と
の
抱ほ

う

負ふ

を
述の

べ
た
。

　

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

で
は
、
８
月が

つ

３
日か

の
州

し
ゅ
う

議ぎ

会か
い

で
慶け

い

祝し
ゅ
く

議ぎ

会か
い

、
母ぼ

県け
ん

や
国こ

く

外が
い

か
ら
の
賓ひ

ん

客き
ゃ
くと
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
く

会か
い

、
知ち

事じ

表ひ
ょ
う

敬け
い

訪ほ
う

問も
ん

、
４
日か

午ご

前ぜ
ん

は
本ほ

ん

部ぶ

で

先せ
ん

駆く

者し
ゃ

慰い

霊れ
い

法ほ
う

要よ
う

、
午ご

後ご

は

ビ
ラ
・
カ
ロ
ン
沖お

き

縄な
わ

祭ま
つ

り
会か

い

場じ
ょ
う

付ふ

近き
ん

で
記き

念ね
ん

パ
レ
ー
ド
、

５
日か

は
沖お

き

縄な
わ

文ぶ
ん

化か

セ
ン
タ
ー

で
式し

き

典て
ん

が
予よ

定て
い

さ
れ
て
い
る
。

　

上う
え

原は
ら

テ
リ
オ
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うは
各か

く

行ぎ
ょ
う

事じ

の
予よ

算さ
ん

を
読よ

み
上あ

げ
、

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

曲き
ょ
く『
あ
り

が
と
う
ブ
ラ
ジ
ル
』
を
コ
ロ

ニ
ア
歌か

手し
ゅ

・
平ひ

ら

田た

ジ
ョ
ー
昭あ

き

夫お

さ
ん
（
５
０
、
三さ

ん

世せ
い

）
が

制せ
い

作さ
く

し
て
い
る
。
こ
の
曲き

ょ
く

は
、

７
月が

つ

中ち
ゅ
う

旬じ
ゅ
んに
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
各か

く

地ち

の
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

で
歌う

た

わ
れ
る
が
、
な
か

で
も
７
月が

つ

２
１
日に

ち

に
入

に
ゅ
う

植
し
ょ
く

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

が
開か

い

催さ
い

さ
れ

る
プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
へ
の
特と

く

別べ
つ

な
思お

も

い
を
語か

た

っ
た
。

　

プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
市し

の
ゴ
ン

ザ
ガ
区く

に
は
、
３
８
年ね

ん

に
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

が
建け

ん

設せ
つ

し
た
最さ

い

初し
ょ

の

カ
ト
リ
ッ
ク
教

き
ょ
う

会か
い

「
ク
リ
ス

ト
・
レ
イ
教

き
ょ
う

会か
い

」
が
あ
る
。

幕ば
く

末ま
つ

に
大だ

い

規き

模ぼ

な
基き

督り
す
と

教
き
ょ
う

徒と

迫は
く

害が
い

が
起お

こ
り
、
社し

ゃ

会か
い

的て
き

圧あ
つ

力り
ょ
く

を
受う

け
て
移い

民み
ん

し
た
、

福ふ
く

岡お
か

県け
ん

大た

刀ち

洗あ
ら
い

町ま
ち

出し
ゅ
っ
し
ん身
の
隠か

く

れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
子し

孫そ
ん

が
大た

い

半は
ん

を
占し

め
た
場ば

所し
ょ

だ
。

　

同ど
う

地ち

区く

に
は
、
ジ
ョ
ー
さ

ん
の
祖そ

父ふ

・
キ
ゾ
ウ
さ
ん
、

特と
く

別べ
つ

会か
い

計け
い

と
し
て
５
０
万ま

ん

レ

ア
ル
を
計け

い

上じ
ょ
うし
て
い
る
と
し
、

「
百

ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

は
８
０
万ま

ん

レ
ア
ル

か
か
っ
た
。
今こ

ん

回か
い

は
か
な
り

切き

り
詰つ

め
て
い
る
」
と
報ほ

う

告こ
く

し
た
。

　

総そ
う

会か
い

で
は
１
７
年ね

ん

と
１
８

年ね
ん

の
事じ

業ぎ
ょ
う

報ほ
う

告こ
く

と
通つ

う

常
じ
ょ
う

父ち
ち

・
ニ
コ
ラ
ウ
さ
ん
も
居き

ょ

住
じ
ゅ
う

し
、
同ど

う

教き
ょ
う

会か
い

建け
ん

設せ
つ

に
汗あ

せ

を
流な

が

し
た
。
大た

刀ち

洗あ
ら
い

町ま
ち

に
あ
る
今い

ま

村む
ら

教き
ょ
う

会か
い

堂ど
う

の
図ず

面め
ん

を
基も

と

に
複ふ

く

製せ
い

さ
れ
た
と
さ
れ
る
教

き
ょ
う

会か
い

の

建け
ん

設せ
つ

に
あ
た
っ
て
は
、
教

き
ょ
う

会か
い

横よ
こ

に
煉れ

ん

瓦が

を
焼や

く
た
め
の
窯か

ま

を
開ひ

ら

き
、
そ
こ
で
作つ

く

ら
れ
た

約や
く

１
５
万ま

ん

個こ

の
レ
ン
ガ
を
積つ

み
重か

さ

ね
、
信し

ん

者じ
ゃ

の
労ろ

う

働ど
う

奉ほ
う

仕し

に
よ
り
完か

ん

成せ
い

し
た
と
い
う
。

　

同ど
う

地ち

区く

で
資し

本ほ
ん

を
蓄た

く
わ

え
た

後あ
と

、
平ひ

ら

田た

一い
っ

家か

は
パ
ラ
ナ

　

文ぶ
ん

協き
ょ
う

音お
ん

楽が
く

委い

員い
ん

会か
い

（
本ほ

ん

田だ

ジ
ュ
リ
ア
委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
に
よ
る

『
第だ

い

８
２
回か

い

文ぶ
ん

協き
ょ
う

ド
ミ
ン
ゴ

コ
ン
サ
ー
ト
』
が
、
１
１
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら
（
時じ

間か
ん

厳げ
ん

守し
ゅ

）、
文ぶ

ん

協き
ょ
う

小し
ょ
う

講こ
う

堂ど
う

（R
u

a 
Sao Joaq

u
im

, 3
8

1

）

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料
り
ょ
う

　

２
日か

付づ

け
本ほ

ん

面め
ん

に
掲け

い

載さ
い

さ
れ
た
「
Ｇ
Ｌ
Ａ
新し

ん

年ね
ん

の
集つ

ど

い
」
の
記き

事じ

中ち
ゅ
う、
見み

出だ

し
に

誤あ
や
まり
が
あ
っ
た
。
開か

い

催さ
い

日び

は
、

１
９
日に

ち

で
は
な
く
４
日か

。
お

詫わ

び
し
た
上う

え

、
訂て

い

正せ
い

す
る
。

年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

（
前ま

え

田だ

フ
ァ

ビ
オ
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
は
、
７

月が
つ

２
２
日に

ち

の
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

に
、
プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
か

ら
巣す

立だ

っ
て
い
っ
た
同ど

う

郷き
ょ
う

者し
ゃ

や
そ
の
子し

弟て
い

を
招

し
ょ
う

待た
い

す
る
予よ

定て
い

。
聖せ

い

市し

在ざ
い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

も
多お

お

い
た

め
、
そ
の
た
め
の
名め

い

簿ぼ

作さ
く

成せ
い

に
奔ほ

ん

走そ
う

し
て
い
る
。
ノ
ロ
エ
ス

テ
連れ

ん

合ご
う

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

の
安や

す

永な
が

信し
ん

一い
ち

会か
い

長ち
ょ
う

は
、「
我わ

れ
わ
れ々

が

今い
ま

あ
る
の
は
先せ

ん

人じ
ん

の
お
か
げ
。

祭さ
い

典て
ん

は
全す

べ

て
の
同ど

う

郷き
ょ
う

者し
ゃ

を
称た

た

え
る
た
め
の
も
の
。
名め

い

簿ぼ

の

登と
う

録ろ
く

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
お
願ね

が

い
し
ま

す
」
と
呼よ

び
か
け
て
い
る
。

該が
い

当と
う

す
る
方か

た

は
、
氏し

名め
い

、
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

及お
よ

び
連れ

ん

絡ら
く

先さ
き

を
同ど

う

委い

員い
ん

会か
い

（p
rom

issao1
0

0
@

outlook.com
, fazen -

d
am

aed
a@

h
otm

ail.
com

）
も
し
く
は
、
安や

す

永な
が

修
お
さ
む

さ
ん
（
１
４
・９
９
７
１
６
・ 

５
３
６
７
）、
和か

ず

恵え

さ
ん
（
１ 

４
・
９
９
７
０
１
・
６
７
６ 

５
）
ま
で
連れ

ん

絡ら
く

を
。

総そ
う

会か
い

で　

周し
ゅ
う

年ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

を
報ほ

う

告こ
く

ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
チ
ム
グ
ク
ル
を

州し
ゅ
うア
ラ
ポ
ン
ガ
ス
市し

に
土と

地ち

を
購こ

う

入に
ゅ
う

し
、
珈こ

ー
ひ
ー琲
栽さ

い

培ば
い

に

従じ
ゅ
う

事じ

。
ク
リ
チ
バ
連れ

ん

邦ぽ
う

大だ
い

学が
く

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし
た
父ち

ち

・
ニ
コ
ラ
ウ

さ
ん
は
、
会か

い

計け
い

士し

と
な
り
マ

リ
ン
ガ
市し

に
移う

つ

り
住す

み
、
そ

こ
で
ジ
ョ
ー
さ
ん
は
生う

ま
れ

た
。

　

コ
ロ
ニ
ア
歌か

手し
ゅ

と
し
て
全ぜ

ん

伯ぱ
く

各か
く

地ち

を
渡わ

た

り
歩あ

る

く
ジ
ョ

ー
さ
ん
だ
が
、
プ
ロ
ミ
ッ
ソ

プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
へ
特と

く

別べ
つ

な
思お

も

い

コ
ロ
ニ
ア
歌か

手し
ゅ

・
平ひ

ら

田た

ジ
ョ
ー

ド
ミ
ン
ゴ
コ
ン
サ
ー
ト
、
１
１
日に

ち

ド
イ
ツ
の
オ
ペ
ラ
歌か

手し
ゅ

が
歌う

た

声ご
え

披ひ

露ろ
う

プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
に
資し

金き
ん

協き
ょ
う

力り
ょ
く

も

１
１
０
周し

ゅ
う年ね
ん

リ
ッ
フ
ァ
当と

う

選せ
ん

者し
ゃ

を
発は

っ

表ぴ
ょ
う！

て
歌か

手し
ゅ

と
し
て
活か

つ

躍や
く

す
る
功こ

う

績せ
き

を
称た

た

え
、
プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン

市し

が
名め

い

誉よ

市し

民み
ん

章し
ょ
う

を
授じ

ゅ

与よ

。

そ
こ
で
、
初は

じ

め
て
ク
リ
ス
ト・

レ
イ
教

き
ょ
う

会か
い

を
見み

た
と
い
う
。

　

ジ
ョ
ー
さ
ん
は
「
父ち

ち

か
ら

話は
な
しは
聞き

い
て
い
た
が
、
実じ

っ

際さ
い

に
見み

て
感か

ん

激げ
き

し
た
。
あ
の
時じ

代だ
い

に
あ
ん
な
立り

っ

派ぱ

な
教

き
ょ
う

会か
い

を

一ひ
と

つ
一ひ

と

つ
皆み

な

の
手て

で
作つ

く

り
上あ

げ
た
と
は
」
と
当と

う

時じ

を
振ふ

り

返か
え

る
。
そ
の
１
カ
月げ

つ

後ご

、
息む

す

子こ

の
成せ

い

長ち
ょ
うを
見み

届と
ど

け
た
か
の
よ

う
に
、
ニ
コ
ラ
ウ
さ
ん
は
息い

き

を
引ひ

き
取と

っ
た
。

　

９
４
年ね

ん

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自じ

慢ま
ん

大た
い

会か
い

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝

か
が
や

き
、
当と

う

地ち

で
プ
ロ
歌か

手し
ゅ

と
し

て
活か

つ

動ど
う

を
開か

い

始し

し
て
か
ら
今こ

年と
し

で
２
０
年ね

ん

を
迎む

か

え
る
。

　
「
移い

民み
ん

の
故ふ

る

郷さ
と

と
称し

ょ
う

さ
れ

る
プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
は
、
祖そ

父ふ

や
父ち

ち

に
と
っ
て
も
思お

も

い
で
深ふ

か

い
場ば

所し
ょ

。
今い

ま

で
も
自じ

分ぶ
ん

の
胸む

ね

の
な
か
に
生い

き
続つ

づ

け
て
い

　
【
既き

報ほ
う

関か
ん

連れ
ん

】
ブ
ラ
ジ
ル

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

（
呉ご

屋や

春は
る

美み

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
は
、
先せ

ん

月げ
つ

２
４

日か

に
抽

ち
ゅ
う

選せ
ん

を
実じ

っ

施し

し
た
「
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

第だ
い

１
弾だ

ん

リ
ッ

フ
ァ
（
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

券け
ん

）」
の
当と

う

選せ
ん

者し
ゃ

を
、
先せ

ん

月げ
つ

２
８
日に

ち

に
開か

い

示じ

し
た
。
当と

う

選せ
ん

者し
ゃ

は
以い

下か

の
通と

お

り
。

▼
１
等と

う

＝
エ
ド
ア
ル
ド
・
ナ

ガ
ト
モ
、
２
等と

う

＝
エ
レ
ン
・

シ
バ
・
オ
ハ
ラ
、
３
等と

う

＝
エ

ル
ネ
ス
ト
・
ア
ラ
シ
ロ
、
４

等と
う

＝
東と

う

芝し
ば

メ
デ
ィ
カ
ル
・
ド
・

ブ
ラ
ジ
ル
、
５
等と

う

＝
ア
ン
ト

ニ
オ
・
カ
ワ
カ
ミ

　

当と
う

日じ
つ

取し
ゅ

材ざ
い

に
応お

う

じ
た
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
「
ト
ヨ

タ
自じ

動ど
う

車し
ゃ

や
フ
ァ
ス
ト
・
シ

ョ
ッ
プ
を
は
じ
め
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

に
色い

ろ

々い
ろ

な
面め

ん

で
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
頂い

た
だ

い
た
。
御お

礼れ
い

を
申も

う

し
上あ

げ
た
い
」
と
謝し

ゃ

意い

を
滲に

じ

ま
せ
た
。
本ほ

ん

田だ

技ぎ

術じ
ゅ
つ

研け
ん

究
き
ゅ
う

所し
ょ

か
ら
シ
ビ
ッ
ク
の
寄き

付ふ

を

受う

け
た
第だ

い

２
弾だ

ん

リ
ッ
フ
ァ
の

販は
ん

売ば
い

も
、
来ら

い

月げ
つ

か
ら
開か

い

始し

さ

れ
る
見み

込こ

み
だ
。

　

ま
た
、
第だ

い

２
弾だ

ん

リ
ッ
フ
ァ

の
う
ち
１
０
０
冊さ

つ

を
プ
ロ
ミ

沖
お き

縄
な わ

県
け ん

人
じ ん

会
か い 青

せい

年
ねん

部
ぶ

強
きょう

化
か

、母
ぼ

県
けん

文
ぶん

化
か

普
ふ

及
きゅう

へ
（７） ２０１８年第４９４８号 	 ３月	 ３日	（土曜日）

訂て
い

正せ
い

前
ぜん

列
れつ

が青
せい

年
ねん

部
ぶ

（中
ちゅう

央
おう

が上
うえ

原
はら

さん）、後
こう

列
れつ

が執
しっ

行
こう

部
ぶ

（中
ちゅう

央
おう

が
島
しま

袋
ぶくろ

会
かい

長
ちょう

）

プロミッソン名
めい

誉
よ

市
し

民
みん

章
しょう

を受
じゅ

章
しょう

した平
ひら

田
た

ジョーさん

１
１
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

曲き
ょ
く

を
制せ

い

作さ
く

ッ
ソ
ン
に
付ふ

与よ

し
、
そ
の
売う

上り
あ
げ

全ぜ
ん

額が
く

を
同ど

う

地ち

の
祭さ

い

典て
ん

費ひ

用よ
う

に
充あ

て
る
方ほ

う

向こ
う

で
検

け
ん
と

討う

し

て
い
る
と
発は

っ

表ぴ
ょ
う。
そ
の
額が

く

３
万ま

ん

５
千せ

ん

レ
ア
ル
。「
聖せ

い

市し

の
た
め
だ
け
に
お
金か

ね

を
集あ

つ

め

て
は
ダ
メ
。
地ち

方ほ
う

に
も
協

き
ょ
う

力
り
ょ
く

し
な
け
れ
ば
」
と
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

姿し

勢せ
い

を
示し

め

し
た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
文ぶ

ん

協き
ょ
う

事じ

務む

局き
ょ
く（
３
２
０
８
・
１
７
５
５
）

ま
で
。

る
」
と
語か

た

り
、「
プ
ロ
ミ
ッ

ソ
ン
で
歌う

た

う
の
は
、
こ
れ
が

初は
じ

め
て
。
特と

く

別べ
つ

な
思お

も

い
が
あ

る
」
と
意い

気き

込ご

み
を
語か

た

っ
た
。

　

記き

念ね
ん

曲き
ょ
く『
あ
り
が
と
う
ブ

ラ
ジ
ル
』
は
、
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
く

へ
の
感か

ん

謝し
ゃ

を
込こ

め
て
、
日に

ち

ポ
両り

ょ
う

語ご

で
作さ

く

詞し

。
５
月が

つ

末ま
つ

迄ま
で

に

完か
ん

成せ
い

を
見み

込こ

む
ビ
デ
オ
・
ク

リ
ッ
プ
は
、
尺

し
ゃ
く

八は
ち

、
太た

い

鼓こ

、

エ
ス
コ
ー
ラ
・
デ
・
サ
ン

バ
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
踊お

ど

り

な
ど
、
総そ

う

勢ぜ
い

２
０
０
人に

ん

以い

上
じ
ょ
う

が
参さ

ん

加か

す
る
豪ご

う

華か

な
も
の
と

な
り
そ
う
だ
。
こ
の
曲き

ょ
く

は
、

７
月が

つ

１
９
日に

ち

の
マ
リ
ン
ガ
ー

市し

、
２
０
日か

の
聖せ

い

市し

、
２
１

日に
ち

の
プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
市し

な

ど
、
各か

く

地ち

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

で
、
使し

用よ
う

さ
れ
る
予よ

定て
い

だ
。

だ
が
、
保ほ

存ぞ
ん

で
き
る
食

し
ょ
く

料り
ょ
う

品ひ
ん

１
キ
ロ
の
寄き

付ふ

が
必ひ

つ

要よ
う

。

　

今こ
ん

回か
い

は
聖せ

い

市し

生う

ま
れ
ド
イ

ツ
在ざ

い

住じ
ゅ
う

の
ソ
プ
ラ
ノ
歌か

手し
ゅ

、
ジ
ュ
デ
ィ
チ
・
ワ
イ
ン
ス
ト
ッ

ク
さ
ん
が
歌う

た

声ご
え

を
披ひ

露ろ
う

す
る
。

公こ
う

演え
ん

で
は
グ
ス
タ
フ
・
マ
ー

ラ
ー
の
３
曲き

ょ
く

の
ほ
か
、
日に

本ほ
ん

の
曲き

ょ
く

１
つ
、伯は

く

人じ
ん

作さ
っ

曲き
ょ
く

家か

ヴ
ィ

ラ
・
ロ
ボ
ス
氏し

の
３
曲き

ょ
く

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うす
る
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
本ほ

ん

田だ

委い

員い
ん

長
ち
ょ
う

と
ワ
イ
ン
ス
ト
ッ
ク
さ
ん
が

来ら
い

社し
ゃ

し
た
。
ワ
イ
ン
ス
ト
ッ

ク
さ
ん
は
夫お

っ
と

を
は
じ
め
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
友ゆ

う

人じ
ん

が
多お

お

い
こ
と
に
触ふ

れ
、「
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で
発は

っ

表ぴ
ょ
うが
で

き
て
本ほ

ん

当と
う

に
嬉う

れ

し
い
。
な
る
べ

く
大お

お

勢ぜ
い

の
人ひ

と

に
来き

て
欲ほ

し
い
」

と
呼よ

び
か
け
た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
文ぶ

ん

協き
ょ
う（
１
１
・ 

３
２
０
８
・
１
７
５
５
）
ま

で
。 来ら

い

社し
ゃ

し
た
ワ
イ
ン
ス
ト
ッ
ク

さ
ん
、
本ほ

ん

田だ

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

ン
を
初は

つ

訪ほ
う

問も
ん

し
た
の
が
５
年ね

ん

前ま
え

。
同ど

う

地ち

出し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

子し

弟て
い

と
し

会か
い

計け
い

報ほ
う

告こ
く

、
育い

く

英え
い

基き

金き
ん

報ほ
う

告こ
く

、
評

ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

選せ
ん

挙き
ょ

が
行お

こ

な

わ
れ
、
い
ず
れ
も
拍は

く

手し
ゅ

で
承

し
ょ
う

認に
ん

さ
れ
た
。
県け

ん

人じ
ん

会か
い

１
７

年ね
ん

会か
い

計け
い

で
は
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
う８
２
万ま

ん

５ 

８
５
９
・
８
０
レ
ア
ル
、
支し

出し
ゅ
つ７
３
万ま

ん

８
１ 

３
９
・
０
１

レ
ア
ル
、
２
２
万ま

ん

９
７
０
２ 
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沖お
き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

総そ
う

会か
い

で
は

機き

関か
ん

紙し

『
協

き
ょ
う

和わ

』
１
０
９

号ご
う

が
無む

料り
ょ
う

配は
い

布ふ

さ
れ
た
。

１
７
０
０
会か

い

員い
ん

は
無む

料り
ょ
うで
受う

け
取と

れ
る
。
カ
ラ
ー
グ
ラ
ビ

ア
も
あ
り
、
日に

っ

ポ
両

り
ょ
う

語ご

で
約や

く

１
４
０
ペ
ー
ジ
と
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

し
た

内な
い

容よ
う

。
一い

ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
こ
れ
だ

け
の
も
の
を
発は

っ

行こ
う

し
続つ

づ

け
て

い
る
こ
と
に
ビ
ッ
ク
リ
。
島し

ま

・ 

４
０
レ
ア
ル
が
繰く

り
越こ

さ

れ
た
。
沖お

き

縄な
わ

文ぶ
ん

化か

セ
ン
タ

ー
１
７
年ね

ん

会か
い

計け
い

で
は
収

し
ゅ
う

入
に
ゅ
う

３
０
万ま

ん

５
５
２
３
・１
４
レ
ア

ル
、
支し

出し
ゅ
つ２
９
万ま

ん

１
９
５
３ 

・
２
７
レ
ア
ル
、
繰く

り

越こ
し

金き
ん

１ 

万ま
ん

３
５
６
９
・８
７
レ
ア
ル
だ

っ
た
。

取し
ゅ

材ざ
い

に
対た

い

し
、「
も
と
も
と
県け

ん

人じ
ん

会か
い

は
県け

ん

系け
い

人じ
ん

が
親し

ん

睦ぼ
く

を
深ふ

か

　

両
り
ょ
う

団だ
ん

体た
い

の
ト
ッ
プ
を
兼け

ん

任に
ん

す
る
島し

ま

袋ぶ
く
ろ

栄え
い

喜き

会か
い

長ち
ょ
うは
本ほ

ん

紙し

　

３
月が

つ

の
青あ

お

葉ば

祭ま
つ

り
（
青あ

お

葉ば

健け
ん

康こ
う

生せ
い

活か
つ

協き
ょ
う

会か
い

）
は
、
３
、

１
７
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

７
時じ

か
ら
、
リ

ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の
宮み

や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い(R

u
a F

ag
u

n
d

es, 
1

5
2

)

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。

　

農の
う

業ぎ
ょ
う

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

の
農の

う

産さ
ん

加か

工こ
う

食し
ょ
く

品ひ
ん

、
各か

く

種し
ゅ

バ

ザ
ー
の
ほ
か
、
有ゆ

う

機き

野や

菜さ
い

や

薬や
く

草そ
う

、
モ
リ
ン
ガ
の
苗な

え

や
桜

さ
く
ら

も
ち
、
ム
ク
ー
ナ
豆ま

め

な
ど
も

販は
ん

売ば
い

さ
れ
る
。

　

昼
ち
ゅ
う

食し
ょ
く

時じ

に
は
３
階か

い

の
イ
カ

入は
い

り
焼や

き
そ
ば
、
は
ら
こ
飯め

し

、

ひ
じ
き
弁べ

ん

当と
う

な
ど
が
販は

ん

売ば
い

さ

れ
る
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
１

１
・
３
２
０
９
・
３
２
６
５
）

ま
で
。

青あ
お
葉ば
祭ま
つり
３
、１
７
日に
ち
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Abe deverá manter reforma 
trabalhista para profissionais 
especializados
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Política (01/03/2018)

O premiê japonês Shinzo 
Abe, enfatizou sua intenção 
de manter um plano para 
excluir alguns trabalhado-
res especializados de alta 
renda, das regulamentações 
de horas trabalhadas, num 
novo projeto de lei de refor-
ma trabalhista.
O premiê falava numa ses-
são de perguntas do comitê 
orçamentário da Câmara 

Alta na quinta-feira, um dia 
após a Câmara Baixa ter 
aprovado o projeto orça-
mentário para o ano fiscal 
2018.
Kouhei Otsuka, líder do 
Partido Democrático, da 
oposição, conclamou Abe 
a abandonar o plano de ex-
cluir alguns profissionais 
especializados de alta ren-
da, das regulamentações de 

horas trabalhadas.
Abe respondeu que o plano 
permitirá estilos flexíveis de 
trabalho e ajudará a aumen-
tar a produtividade.
Abe também prometeu me-
lhorar as medidas de saúde 
para os trabalhadores rele-
vantes, por meio da impo-
sição de que eles tirem pelo 
menos 104 dias de folga por 
ano, acrescentando que seu 

O presidente da Coreia do 
Sul adotou uma linguagem 
dura ao falar sobre o Japão 
durante um discurso no fe-
riado nacional que celebra a 
resistência ao domínio colo-
nial japonês.
O presidente Moon Jae-in 
ressaltou a questão das cha-
madas mulheres de conforto 

plano requere o consenti-
mento do trabalhador, e é 
limitado aos que ganham no 
mínimo 100 mil dólares por 
ano.
Na quarta-feira, Abe ins-
truiu o ministro do Trabalho 
a remover a expansão do 
sistema de trabalho flexível 
do esboço do projeto de re-
forma que planeja submeter 
à atual sessão do Parlamen-
to.

Mulheres de conforto (01/03/2018)

Presidente da Coreia do Sul fala sobre questão 
das chamadas mulheres de conforto

do período da guerra.
Nas palavras de Moon “não 
cabe ao governo japonês di-
zer que a questão das ‘mu-
lheres de conforto’ foi re-
solvida, quando foi ele que 
cometeu o crime. A palavra 
‘resolvida’ não deveria ser 
usada para crimes contra 
a humanidade cometidos 

durante a Segunda Guerra 
Mundial”.
O presidente sul-coreano 
disse que a relação entre os 
dois países deveria ser ba-
seada no arrependimento e 
reconciliação. Ele não pe-
diu que o Japão faça qual-
quer coisa específica.
Após a declaração de Moon, 

A taxa de desemprego do 
Japão caiu para o seu nível 
mais baixo em quase um 
quarto de século.
Segundo o governo, no mês 
de janeiro, a taxa ficou em 

2,4%. Isto representa uma 
queda de 0,3 ponto percen-
tual em relação ao mês an-
terior, e a taxa mais baixa 
desde de abril de 1993.
Em janeiro, mais de 65 mi-

lhões de pessoas estavam 
empregadas, um aumento 
de 920 mil pessoas em re-
lação ao mesmo período no 
ano anterior.
Funcionários dizem que a 

Taxa de desemprego do Japão chega a 
nível mais baixo em quase 25 anos

Economia (02/03/2018)

indústria manufatureira li-
dera a tendência, com uma 
produção maior de automó-
veis, chips e smartphones.

O governo japonês pre-
tende apresentar durante a 
atual sessão parlamentar 
seu projeto de reforma do 
código civil. A ideia é re-
duzir a maioridade legal 
de 20 para 18 anos de ida-
de. Além disso, acredita-se 
que leis relacionadas com a 
questão também serão revi-
sadas. Isso incluiria permi-
tir que pessoas com 18 ou 
19 anos de idade assinem 
contratos de empréstimos 
ou se casem sem precisar 
do consentimento dos res-
ponsáveis. Mesmo assim, a 
idade mínima legal para se 
beber álcool, fumar tabaco 
ou apostar em jogos de azar 
legalizados, como corrida 
de cavalos, deve continuar 
inalterada: 20 anos de idade. 
Além do mais, não se tomou 
nenhuma decisão quanto a 
mudanças no estatuto japo-
nês da criança e do adoles-
cente.
No Comentário de hoje, va-
mos ouvir Michiko Miya-
moto, vice-reitora da Uni-

Comentário (28/02/2018)

Os efeitos da redução da maioridade 
legal no Japão

versidade Aberta do Japão. 
Ela vai nos falar sobre os 
objetivos da mudança da 
maioridade legal. Miyamo-
to já foi membro do painel 
do Ministério da Justiça de-
dicado à questão da redução 
da maioridade legal.
Ela diz: “Os jovens japone-
ses estão cada vez mais per-
dendo o interesse pela socie-
dade e por questões sociais. 
Isso é algo comum entre os 
jovens deste país. Eles pen-
sam que a sociedade é uma 
coisa gigantesca, e que não 
interessa o que digam ou 
façam, eles jamais vão alte-
rar essa realidade. Esta ten-
dência precisa ser mudada. 
Desde as eleições de dois 
anos atrás, a idade mínima 
para se votar foi reduzida 
para 18 anos. Para acabar-
mos com este desinteresse, 
é importante que os jovens 
se envolvam diretamente na 
sociedade.
Existem receios quanto à 
redução da maioridade le-
gal. Por exemplo, teme-se 

Muitas companhias come-
çaram, nesta quinta-feira, o 
processo de recrutamento 
de alunos que estão entran-
do no quarto ano do curso 
superior em abril deste ano 
para se formar nas universi-
dades japonesas em março 
de 2019. Espera-se que a 
demanda por jovens for-
mandos continue alta em 
meio à falta de trabalhado-
res no Japão. Dizem que a 
competição entre as compa-
nhias que querem empregar 
esses jovens está se intensi-
ficando.
Hoje, para o Comentário, 
conversamos com Yuki 
Honda, professora da Facul-
dade de Pós-Graduação em 
Educação da Universidade 
de Tóquio, sobre os desafios 
enfrentados pelo processo 
de busca de empregos no 
Japão. Ela estuda as ativi-
dades realizadas pelos es-
tudantes neste processo em-
pregatício.
Honda diz: “A partir do dia 
primeiro de março as com-
panhias têm permissão para 
convidar universitários a 
participarem dos eventos 
de recrutamento. Os empre-
gadores podem dar início 
a atividades de análise dos 
candidatos no dia primeiro 
de junho. Este sistema se-
gue diretrizes éticas sobre 
atividades de recrutamento 
definidas pela Federação 
de Negócios do Japão, ou 
Keidanren, juntamente com 
uma organização universi-
tária.
O número de formandos 
em universidades começou 
a cair devido à queda na 
taxa de natalidade do Ja-
pão. A procura por recém-
formados é grande entre 
companhias devido à falta 
de trabalhadores, por isso 
o mercado empregatício é 
favorável aos estudantes. 
Segundo analistas, há uma 
nova tendência entre algu-
mas companhias de entrar 
em contato com os estudan-
tes bem antes do dia primei-
ro de março, para programas 
de estágio, numa tentativa 
de segurar os candidatos o 
quanto antes. Dizem que 
muitos alunos foram contra-
tados através desses progra-
mas de estágio, que servem 
como um teste de emprego.
Além disso, muitos estu-
dantes preferem as grandes 

Comentário (01/03/2018)

Começa a temporada 
de recrutamento de 
estudantes universitários

corporações, e continu-
am buscando empregos 
nessas empresas. Os 
empregadores de empre-
sas menores estão mani-
festando dificuldade em 
encontrar candidatos. 
Segundo uma pesquisa, 
um número crescente 
de alunos aceita ofertas 
informais de trabalho de 
várias companhias e de-
cidem no final que em-
prego vão aceitar. Esta 
atitude estaria dando tra-
balho às companhias.
Eu já falei várias vezes 
sobre a irracionalidade 
deste sistema de recru-
tamento coletivo, e ao 
mesmo tempo, feito no 
Japão. Ele geralmente 
apresenta dois proble-
mas: a época e a meto-
dologia ou regulamento 
do sistema. A época é 
problemática porque ini-
ciar o recrutamento mais 
de um ano antes da for-
matura dos alunos tira 
a oportunidade que eles 
teriam de serem avalia-
dos de acordo com suas 
notas finais na universi-
dade.
As companhias adotam 
padrões de recrutamen-
to ambíguos, fazendo 
que os candidatos preen-
cham formulários múl-
tiplos de empregos, re-
alizem testes de aptidão 
e vocação, e realizem 
várias entrevistas para 
mostrar suas personali-
dades. Este método é um 
desperdício tanto para as 
companhias como para 
os universitários. Eu 
gostaria que os emprega-
dores oferecessem as va-
gas depois que tivessem 
avaliado detalhadamente 
o conhecimento e as ha-
bilidades adquiridas pe-
los candidatos no ensino 
superior, depois que eles 
terminassem suas teses e 
trabalhos de graduação.
Contudo, o que vejo é 
uma tendência crescen-
te, entre empregadores, 
de dar início ao processo 
de recrutamento ainda 
mais cedo, para segurar 
os candidatos que eles 
consideram capazes, de 
acordo com seus pró-
prios padrões. Recomen-
do, com veemência, que 
esta prática seja altera-
da.”

o governo japonês apresen-
tou um protesto à Coreia do 
Sul por canais diplomáticos.
O secretário-chefe do Ga-
binete, Yoshihide Suga, pe-
diu que Seul implemente 
um acordo firmado entre os 
dois países em 2015 para re-
solver a questão de maneira 
final e irreversível.

que o número de jovens 
vítimas de fraudes contra o 
consumidor possa aumentar. 
Quando se atinge a maiori-
dade, as pessoas podem as-
sinar contratos mesmo sem 
o consentimento dos pais. 
E se ele ou ela perceber de-
pois que o contrato é preju-
dicial, a princípio nada pode 
ser feito. E não são apenas 
questões relacionadas com 
o consumidor. Muitas ques-
tões têm a ver especialmente 
com os jovens: saúde, mora-
dia e emprego. Usando as 
escolas como plataformas, 
além de outras estratégias, 
espero que tenhamos locais 
onde os jovens possam se 
consultar e ter acesso a in-
formações e a ajuda neces-
sárias para que eles possam 
entrar na sociedade.
Também me preocupa o 
estatuto da criança e do 
adolescente. Está sendo 
discutido se um infrator ao 
completar 18 anos de idade 
deve ser colocado em uma 
prisão, sendo assim tratado 

como um adulto. A questão 
ainda continua em aberto. 
Acredito que, a longo prazo, 
um tratamento educacional 
seria mais eficaz para evitar 
a reincidência.
Os governos central e locais 
têm painéis que discutem 
temas relacionados com o 
futuro dos jovens. Contudo, 
estes painéis são formados 
por pessoas mais velhas, e 
a voz dos mais jovens não 
chega até eles. A falta de 
espaço para que os jovens 
possam ser ouvidos também 
significa que eles não têm 
oportunidades para treinar 
como manifestar suas opi-
niões.
No Japão, é muito forte na 
sociedade a cultura do siste-
ma da senioridade. São pou-
cas as chances que os mais 
jovens têm para expressar 
ativamente suas opiniões. 
Espero que a redução da 
maioridade legal acabe com 
este hábito e ajude a cultivar 
a nova geração.”
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